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北大阪商工会議所

北大阪商工会議所公式LINEアカウントで
経営に役立つ情報、府市からの支援策など
を随時発信！

今月の表紙：DELTA MOTOR SPORTS (デルタモータースポーツ)

北大阪商工会議所北大阪商工会議所　公式アプリ開設
公式LINEアカウント開設

LINE

右のQRコードを読み取って
ぜひご登録ください

Androidの方はこちら

iPhoneの方はこちら

令和５年度の経済を俯瞰する
－令和５年度経済産業省主要施策－　　　　　前編

特　集

北大阪商工会議所公式アプリをスマホに
入れていただくと、補助金等施策情報を
始め、確定申告、源泉徴収、労働保険年度
更新の各時期など経営に必要な情報をリアル
タイムで通知、情報に直接アクセスでき、
経営の羅針盤としてご活用いただけます！
今すぐダウンロードを！





Nijiriguchiの躙り口

今回のNijiriguchiの主人公は、
枚 方 市 の レ ー シ ン グ チ ー ム
「DELTA MOTOR SPORTS」
を率いる田中延男氏だ。チームは
2017年に発足。車の販売・修理
などのサービスを展開する「タナ
カオートサービス」が立ち上げた。
結成から今年(2023年)で７年目
にも関わらず、“スーパー耐久” 
での３連覇など一躍日本のトップ
チームとなった。快進撃の裏にあ
るのは “常識を超えた” 田中氏の
発想だ。勝利を生む思考はどのよ
うに生まれたのか。その秘密に
迫った。

（詳しくは11頁）

令和５年２月１日　毎月１日発行　通巻622号
北大阪商工会議所　［枚方市・寝屋川市・交野市］
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令和５年度の経済を俯瞰する
－令和５年度経済産業省主要施策－

前 編

国
で
は
毎
年
９
月
か
ら
10
月
頃
に
な
る
と
各
省

庁
よ
り
予
算
要
求
が
行
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
を
議
会

や
財
務
省
に
集
約
後
、
精
査
さ
れ
、
喧
々
諤
々
の

末
、
翌
年
の
２
月
頃
に
次
年
度
の
予
算
の
配
分
が

決
ま
り
、
各
事
業
が
見
え
て
く
る
。
今
回
の
経

済
産
業
省
関
連
予
算
要
求
は
昨
年
よ
り
も
約
１
、

7
0
0
億
円
増
の
１
兆
３
、9
1
4
億
円
に
上
っ
た
。

従
前
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
対
策
や
事
業
所
支

援
に
加
え
、
昨
今
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
よ
る
燃

料
・
原
材
料
高
が
明
白
と
な
る
中
で
の
支
援
策
も

加
わ
る
。
ま
す
ま
す
先
行
き
不
透
明
感
が
強
ま
る

中
、
政
府
は
ど
の
よ
う
に
舵
を
切
っ
て
い
く
の
か
。

そ
れ
を
俯
瞰
で
き
る
の
が
、
内
閣
府
の
成
長
戦
略

や
今
回
取
り
上
げ
る
経
済
産
業
省
関
連
政
策
だ
。

こ
れ
ら
の
政
策
は
事
業
者
や
消
費
者
に
直
接
届
く

も
の
も
あ
れ
ば
、
府
や
市
、
第
３
セ
ク
タ
ー
や
日

本
商
工
会
議
所
を
通
し
て
、
当
所
が
お
繋
ぎ
で
き

る
も
の
も
多
い
。

今
回
は
２
·
３
月
の
２
回
に
分
け
て
、
地
域
経

済
に
も
関
連
の
あ
る
令
和
５
年
度
の
日
本
政
府
の

経
済
産
業
政
策
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

北
大
阪
の
地
域
経
済
に
は
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ

る
の
か
、
ま
た
、
活
用
す
る
余
地
が
あ
る
の
か
、

紐
解
い
て
い
き
た
い
。

西
村
経
産
大
臣
年
頭
所
感
か
ら
紐
解
く
、

2
0
2
3
年
の
日
本
経
済
船
の
舵
取
り

次
年
度
予
算
承
認
プ
ロ
セ
ス
の
最
中
、
毎
年
１

月
１
日
に
時
の
経
済
産
業
大
臣
が
年
頭
所
感
を
発

表
す
る
。
そ
の
内
容
は
現
在
か
ら
未
来
の
状
況
を

踏
ま
え
て
、
次
年
度
事
業
を
色
濃
く
意
識
し
た
中

身
と
な
っ
て
い
る
。

今
年
の
経
産
大
臣
の
コ
メ
ン
ト
を
抜
粋
す
る

と
「
物
価
高
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
」「
G
X
」「
対
外

経
済
」「
中
小
企
業
」「
成
長
投
資
」
の
キ
ー
ワ
ー

ド
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
な
ら
ば
そ
れ
ら
を

踏
ま
え
て
次
年
度
経
済
政
策
が
構
成
さ
れ
て
い
る

は
ず
だ
。
な
ぜ
な
ら
経
産
大
臣
の
コ
メ
ン
ト
は
我

が
国
の
経
済
産
業
政
策
の
も
く
じ
の
よ
う
な
も
の

だ
か
ら
だ
。
で
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
構
成
で
、

ど
の
よ
う
な
事
業
を
、
ど
の
程
度
の
予
算
感
で
組

み
立
て
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
兆
単
位
と
な

れ
ば
そ
こ
そ
こ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
と
な
る
。
今
月
は
、

大
臣
コ
メ
ン
ト
に
紐
づ
け
て
、「
物
価
高
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
高
」「
中
小
企
業
」「
成
長
投
資
」
に
つ
い
て

確
認
し
て
い
き
た
い
。

【
物
価
高
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
へ
の
対
策
、
中
小
企
業
政
策
】

　
大
臣
コ
メ
ン
ト

「
今
、
世
界
は
時
代
の
転
換
点
を
迎
え
て
い
ま
す
。

気
候
変
動
、
コ
ロ
ナ
禍
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
と
い
う
３
つ
の
危
機
に
加
え
、
特
に
日

本
に
お
い
て
は
、
地
域
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

る
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
と
い
う
課
題
へ
の
同

時
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
局
面

を
乗
り
越
え
、
強
靱
で
柔
軟
な
経
済
を
構
築
す
る

た
め
、
昨
年
の
臨
時
国
会
で
成
立
し
た
補
正
予
算

を
速
や
か
に
執
行
し
、
足
下
の
危
機
に
対
応
す
る

と
と
も
に
、
日
本
経
済
を
将
来
に
向
け
た
成
長
軌

道
に
乗
せ
て
い
く
た
め
の
大
胆
な
投
資
を
後
押
し

し
ま
す
。
ま
ず
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
に
対
し

て
、
電
気
・
ガ
ス
料
金
や
燃
料
油
価
格
の
激
変
緩

和
措
置
を
講
じ
ま
す
。
併
せ
て
、
L
N
G
等
の
安

定
供
給
の
確
保
や
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
抜
本

強
化
を
進
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
に
強
い
経
済
構

造
へ
の
転
換
を
進
め
ま
す
。」「
引
き
続
き
厳
し
い

事
業
環
境
に
あ
る
地
域
の
中
小
企
業
の
資
金
繰
り

支
援
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
関

連
融
資
の
借
換
え
の
円
滑
化
に
加
え
、
新
た
な
資

金
需
要
に
も
対
応
す
る
信
用
保
証
制
度
を
創
設
し

ま
す
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
共
存
共
栄
を

目
指
す
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」
に
つ

い
て
は
、
大
企
業
で
の
更
な
る
拡
大
と
実
効
性
の

確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。
価
格
交
渉
促
進
月
間
の

結
果
を
踏
ま
え
た
下
請
振
興
法
に
基
づ
く
親
事
業

者
へ
の
指
導
・
助
言
の
実
施
な
ど
、
公
正
取
引
委

員
会
と
も
連
携
し
、
取
引
適
正
化
・
価
格
転
嫁
対

策
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。
併
せ
て
、
逆
境
下
に

お
い
て
も
、
グ
リ
ー
ン
や
デ
ジ
タ
ル
な
ど
の
新
た

な
取
り
組
み
に
挑
戦
す
る
中
小
企
業
を
後
押
し
す

る
た
め
、
事
業
再
構
築
や
生
産
性
向
上
、
輸
出
拡

大
に
向
け
た
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
う
し
た

取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
、
賃
上
げ
の
原
資
を

確
保
し
、
所
得
向
上
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。」

  

　
具
体
的
な
施
策

「
コ
ロ
ナ
禍
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
よ
る
資
源
・

物
資
の
供
給
制
約
及
び
物
価
上
昇
な
ど
現
下
の
経
済

状
況
に
対
す
る
適
確
な
対
応
【
４
、6
0
1
億
円
】」

ま
ず
は
︑
あ
ら
ゆ
る
経
済
社
会
活
動
の
土
台
と

な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
確
保
す
る
た
め
、

電
力
･
ガ
ス
供
給
力
の
確
保
、
L
N
G
の
安
定
的

な
供
給
の
確
保
等
の
燃
料
供
給
体
制
強
化
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
再
エ
ネ
）･
原
子
力
等
の
最
大

限
の
活
用
等
に
取
り
組
む
。
同
時
に
、
事
業
継
続

に
向
け
て
原
油
高
騰
対
策
・
原
材
料
等
安
定
供

給
・
資
金
繰
り
支
援
に
引
き
続
き
取
り
組
む
。
ま

た
、
円
安
影
響
を
含
む
物
価
上
昇
に
対
応
す
る
に

は
賃
上
げ
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
原
資
確
保
の
た

め
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
等
の
事
業
再
構

築
・
生
産
性
向
上
・
価
格
転
嫁
円
滑
化
を
一
層
進

め
る
。

（
１
）‌�エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
・
資
源
の
安
定
供

給
の
確
保

　
　

‌�【
４
、3
3
4
億
円（
３
、8
4
3
億
円
）＋

JO
G
M
EC
交
付
金
47
億
円
の
内
数（
38
億

円
の
内
数
）】

●‌�

い
か
な
る
事
態
に
お
い
て
も
国
民
生
活
や
経

済
活
動
に
支
障
が
起
こ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

電
力
需
給
ひ
っ
迫
を
踏
ま
え
た
供
給
力
の
確

保
と
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
シ
ス
テ
ム
の
整

備
を
進
め
る
。
ま
た
、
国
民
や
事
業
者
に
対

す
る
省
エ
ネ
広
報
を
推
進
す
る
。

●‌�

ひ
っ
迫
す
る
国
際
L
N
G
市
場
で
確
実
に

L
N
G
を
調
達
し
、
電
力
・
ガ
ス
価
格
の
高

騰
を
防
ぐ
た
め
、
L
N
G
の
安
定
的
な
供
給

の
確
保
等
に
よ
る
燃
料
供
給
体
制
の
強
化
を

進
め
る
。

●‌�

再
エ
ネ
・
原
子
力
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全

保
障
に
寄
与
し
、
脱
炭
素
効
果
の
高
い
電
源

を
最
大
限
活
用
す
る
。

⃝‌�

安
全
性
を
最
優
先
す
る
こ
と
を
大
前
提
に
、

原
子
力
規
制
委
員
会
に
よ
り
世
界
で
最
も
厳

し
い
水
準
の
規
制
基
準
に
適
合
す
る
と
認
め

ら
れ
た
場
合
に
は
、
国
が
前
面
に
立
っ
て
地

元
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
原
子
力
発
電
所
の

再
稼
働
を
進
め
て
い
く
。

⃝‌�

原
子
力
産
業
の
人
材
・
技
術
・
産
業
基
盤
の

維
持
・
強
化
、
米
仏
と
の
協
力
を
通
じ
た
高

速
炉
等
の
基
盤
技
術
開
発
を
進
め
る
。

▼‌�

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
導
入
に
向
け

た
次
世
代
型
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
加
速
化
事

業
【
30
・
0
億
円（
新
規
）】

▼‌�

系
統
用
蓄
電
池
等
の
導
入
及
び
配
電
網
合
理

化
等
を
通
じ
た
再
エ
ネ
導
入
加
速
化
事
業

【
1
0
0
・
0
億
円（
新
規
）】

▼‌�

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
・
次
世
代
火
力
発

電
の
技
術
開
発
事
業
【
1
8
0
・
0
億
円

（
1
6
9
・
5
億
円
）】

▼‌�

原
子
力
の
安
全
性
向
上
に
資
す
る
技
術
開
発

事
業
【
32
・
5
億
円（
23
・
3
億
円
）】

▼‌�

原
子
力
産
業
基
盤
強
化
事
業
【
24
・
0
億
円

（
12
・
4
億
円
）】

▼‌�

高
速
炉
に
係
る
共
通
基
盤
の
た
め
の
技
術
開

発
委
託
費
【
55
・
9
億
円（
43
・
5
億
円
）】

▼‌�

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
【
7
4
4
・
6 

億
円（
7
3
0
・
4
億
円
）】
等

⃝‌�

日
本
企
業
に
よ
る
石
油
・
天
然
ガ
ス
の
権
益

獲
得
・
維
持
に
必
要
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
の
供

給
や
技
術
支
援
、
緊
急
時
に
機
動
的
な
放
出

を
行
う
石
油
備
蓄
体
制
の
確
保
を
進
め
る
。

▼‌�

石
油
天
然
ガ
ス
田
の
探
鉱
・
資
産
買
収
等
事

業
に
対
す
る
出
資
金
【
5
7
5
・
0
億
円

（
3
8
8
・
0
億
円
）】

▼‌�

石
油
天
然
ガ
ス
開
発
や
権
益
確
保
に
資
す
る

技
術
開
発
等
の
促
進
事
業
【
1
1
1
・
4 

億

円（
64
・
0
億
円
）】

▼‌�

緊
急
時
放
出
に
備
え
た
国
家
備
蓄
石
油
及
び

国
家
備
蓄
施
設
の
管
理
委
託
費（
石
油
分
）

【
4
6
8
・
0
億
円（
4
4
8
・
0
億
円
）】

▼‌�

石
油
備
蓄
事
業
補
給
金
【
2
6
2
・
8
億
円

（
2
6
2
・
0
億
円
）】
等

⃝‌�

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
と
い
っ
た
国
産
海
洋

資
源
、
レ
ア
メ
タ
ル
・
レ
ア
ア
ー
ス
と
い
っ

た
鉱
物
資
源
の
開
発
の
推
進
。

▼‌�

国
内
石
油
天
然
ガ
ス
に
係
る
地
質
調
査
・
メ

タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
研
究
開
発
等
事
業

【
2
7
5
・
0
億
円（
2
7
2
・
7
億
円
）】

▼‌�

海
洋
鉱
物
資
源
開
発
に
向
け
た
資
源
量
評

価
・
生
産
技
術
等
調
査
事
業
委
託
費
【
91
・

0
億
円（
93
・
0
億
円
）】

▼‌�

鉱
物
資
源
開
発
の
推
進
の
た
め
の
探
査
等
事
業

委
託
費
【
20
・
0
億
円（
18
・
6
億
円
）】
等

（
２
）‌�中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
等
の
事
業
継

続
支
援
・
生
産
性
向
上
・
転
嫁
円
滑
化

【
2
6
7 

億
円（
2
3
5
億
円
）】

●‌�

国
民
の
生
活
や
経
済
活
動
へ
の
影
響
を
最
小

化
す
る
た
め
、
原
油
価
格
動
向
等
を
踏
ま
え

た
機
動
的
な
価
格
高
騰
対
策
を
進
め
る
。

⃝‌�

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者（
中
小
企
業
等
）

に
対
し
て
、
政
府
系
金
融
機
関
に
よ
る
融
資

金
利
の
引
下
げ
、
信
用
保
証
協
会
に
よ
る
債

務
保
証
に
係
る
債
務
不
履
行
時
の
損
失
補
填

等
を
通
じ
た
資
金
繰
り
支
援
を
進
め
る
。

▼‌�

日
本
政
策
金
融
公
庫
補
給
金
【
1
5
1
・
1 

億
円（
1
4
5
・
5
億
円
）】

▼‌�

中
小
企
業
信
用
補
完
制
度
関
連
補
助
・
出
資

事
業
【
67
・
7
億
円（
49
・
8
億
円
）】

⃝‌�

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
業
況
が
厳
し
い
、
も
し
く

は
事
業
再
生
に
取
り
組
む
中
小
企
業
等
を
支

援
す
る
事
業
再
構
築
補
助
金（
令
和
２
年
度
三

次
補
正
：
１
兆
１
、4
8
5
億
円
、
令
和
３
年

度
補
正
：
６
、1
2
3
億
円
）や
、
中
小
企
業

等
の
設
備
投
資
・
販
路
開
拓
・
I
T
導
入
を

支
援
す
る
生
産
性
向
上
補
助
金（
令
和
元
年
度

補
正
：
３
、6
0
0
億
円
、
令
和
２
年
度
三
次

補
正
：
２
、3
0
0
億
円
、
令
和
３
年
度
補

正
：
２
、0
0
1
億
円
）を
活
用
し
て
、
引
き

続
き
事
業
再
構
築
・
生
産
性
向
上
に
取
り
組
む
。

●‌�

事
業
者
が
取
引
先
と
の
共
存
共
栄
を
目
指
す

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」（
2
0
2
0

年
７
月
開
始
。
2
0
2
2
年
８
月
時
点
で

１
万
２
千
社
超
が
参
加
。）に
つ
い
て
、
更
な

る
宣
言
企
業
の
拡
大
と
実
効
性
向
上
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

⃝‌�

中
小
企
業
等
の
取
引
環
境
の
改
善
に
向
け
、

価
格
交
渉
促
進
月
間
の
広
報
や
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
調
査
、
下
請
G
メ
ン
等
に
よ
る
取
引

実
態
の
把
握
、
下
請
法
の
厳
正
な
執
行
等
を

通
じ
た
価
格
転
嫁
・
取
引
適
正
化
の
実
現
を

進
め
る
。

▼‌�

中
小
企
業
取
引
対
策
事
業
【
27
・
9
億
円

（
21
・
3
億
円
）】

【
成
長
投
資
】

  

　
大
臣
コ
メ
ン
ト

「
足
下
の
日
本
企
業
の
設
備
投
資
計
画
は
過
去

最
高
水
準
の
伸
び
率
で
あ
り
、
企
業
の
投
資
意
欲

が
こ
れ
ま
で
に
な
く
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
変

化
の
兆
し
を
逃
さ
ず
、
投
資
を
加
速
し
、
日
本
が

し
ば
ら
く
忘
れ
て
い
た
ア
ニ
マ
ル
ス
ピ
リ
ッ
ト
を

取
り
戻
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
昨
年
末
に
は
、

官
民
を
挙
げ
て
国
内
に
お
け
る
成
長
投
資
を
拡
大

さ
せ
て
い
く
た
め
「
国
内
投
資
拡
大
の
た
め
の
官

民
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

産
業
界
か
ら
過
去
最
高
水
準
の
毎
年
1
0
0
兆
円

の
設
備
投
資
と
い
う
心
強
い
見
通
し
も
示
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
す
。
日
本
の
全
て
の
企
業
、
地
域
、

人
々
が
果
敢
に
挑
戦
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

き
で
す
。
政
府
の
大
胆
な
支
援
に
よ
っ
て
、
民
間

の
投
資
を
呼
び
込
み
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ

て
生
産
性
を
上
げ
、
所
得
を
向
上
さ
せ
る
。
い
わ

ば
、「
投
資
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
所
得
向
上
の
３

つ
の
好
循
環
」
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
ス

イ
ッ
チ
を
押
す
も
の
が
、
今
般
の
補
正
予
算
で
す
。

政
府
全
体
で
、
７
兆
円
規
模
、
か
つ
、
複
数
年
に

わ
た
る
、
戦
略
的
な
投
資
支
援
を
盛
り
込
み
ま
し

た
。
今
こ
そ
円
安
の
機
会
を
捉
え
、
産
業
界
が
半

導
体
、
蓄
電
池
や
バ
イ
オ
の
国
内
生
産
拠
点
の
整

備
な
ど
、
成
長
の
た
め
の
国
内
投
資
に
取
り
組
め

る
よ
う
大
胆
な
支
援
を
行
い
ま
す
。
経
済
安
全
保

障
の
観
点
か
ら
も
、
こ
れ
ら
重
要
物
資
の
安
定
供

給
確
保
や
、
先
端
技
術
の
研
究
開
発
を
大
胆
に
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
中
長
期
的
な
日
本
経
済
の
成

長
に
向
け
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
担
い
手
と
な
る
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ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
の
た
め
、
１
兆
円
規
模
の

予
算
の
確
保
と
、
強
力
な
税
制
措
置
を
行
う
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
政
策
資
源
を
総
動
員
し
エ
コ
シ
ス
テ
ム

を
発
展
さ
せ
ま
す
。
日
米
共
同
で
の
次
世
代
半
導

体
の
技
術
開
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、
創
薬
・
バ

イ
オ
、
量
子
・
A
I
、
グ
リ
ー
ン
な
ど
の
支
援
の

強
化
な
ど
、
科
学
技
術
へ
の
投
資
も
拡
大
し
ま
す
。

ク
ラ
ウ
ド
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
等
の
産
業

基
盤
確
保
や
、
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
社
会
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
向
け
た
長
期
計
画
の
策
定
、
半
導
体
・
蓄

電
池
分
野
を
含
め
た
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
な
ど
、

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。
同
時
に
、「
人
へ
の
投
資
」
と
し
て
、
人

的
資
本
経
営
の
推
進
と
と
も
に
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ

か
ら
転
職
ま
で
を
一
気
通
貫
で
支
援
し
ま
す
。
賃

金
の
伸
び
が
低
く
留
ま
っ
て
き
た
正
社
員
の
労
働

移
動
も
円
滑
化
す
る
こ
と
で
、
正
規
・
非
正
規
、

社
内
・
転
職
問
わ
ず
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
で
き
る
環

境
を
整
備
し
所
得
向
上
へ
の
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
予
算
だ
け
で
な
く
制
度
面
も

含
め
、
日
本
全
体
で
挑
戦
し
て
い
く
た
め
の
政
策

を
「
経
済
産
業
政
策
の
新
機
軸
」
と
し
て
推
進
し
、

こ
の
中
で
、
成
長
志
向
型
の
資
源
自
律
経
済
の
確

立
、
W
eb3.0ヘ
の
対
応
も
図
り
ま
す
。
基
幹
産

業
で
あ
る
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
1
0
0
年
に
一

度
の
大
変
革
を
勝
ち
抜
く
べ
く
、
産
業
界
と
の
対

話
を
深
め
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
を
軸
と
し
た
成
長
の
実

現
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
令
和
７
年
に
開

催
さ
れ
る
大
阪
・
関
西
万
博
の
成
功
に
向
け
、
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。」

     

具
体
的
な
施
策

「
挑
戦
を
後
押
し
す
る
基
盤
の
整
備
」

個
人
・
企
業
が
挑
戦
を
続
け
る
活
力
あ
る
経
済

社
会
を
実
現
し
、
長
期
停
滞
か
ら
脱
却
す
る
た
め
、

人
材
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、

中
小
企
業
・
地
域
経
済
・
文
化
経
済
、
企
業
経
営

改
革
、
日
本
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
行
政
の
変

革
を
進
め
て
い
く
。
加
え
て
、
大
阪
・
関
西
万
博

の
準
備
を
着
実
に
進
め
る
。

ナ
ー
と
な
る
企
業
に
は
、
企
業
価
値
向
上
を

目
指
す
「
価
値
創
造
経
営
」
を
要
求
す
る
。

②
資
本
市
場
改
革
の
推
進

●‌�

企
業
・
投
資
家
間
の
対
話
の
場
の
活
用
を
通

じ
た
投
資
家
の
関
与
強
化
、
成
長
投
資
の
基

盤
と
な
る
資
本
市
場
へ
の
資
金
の
流
入
強
化

の
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

※‌�

中
長
期
的
な
企
業
価
値
の
向
上
を
め
ざ
し
、
長
期
戦

略
の
構
築
、
資
本
効
率
性
の
向
上
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
改

革
、
人
的
資
本
経
営
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
経
営
。

（
４
）‌�徹
底
し
た
日
本
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

【
1
0
8
億
円（
86
億
円
）＋
JETRO
交
付
金

2
9
0
億
円
の
内
数（
2
5
5
億
円
の
内
数
）】

⃝‌�

対
内
直
接
投
資
や
海
外
企
業
と
の
協
業
の
更

な
る
拡
大
、
海
外
の
優
秀
な
人
材
の
取
り
込

み
、
中
堅
・
中
小
企
業
等
の
海
外
展
開
支
援

を
進
め
る
。

▼‌�

独
立
行
政
法
人
日
本
貿
易
振
興
機
構
運
営
費

交
付
金
【
2
9
0
億
円
の
内
数（
2
5
5
億
円

の
内
数
）】

▼‌�

JA
PA
N
ブ
ラ
ン
ド
育
成
等
支
援
事
業
【
8
・

6
億
円（
5
・
5
億
円
）】（
再
掲
）

▼‌�

現
地
進
出
支
援
強
化
事
業
【
25
・
0
億
円

（
13
・
3
億
円
）】
等

（
５
）‌�包
摂
的
成
長
～
多
様
な
成
長
の
実
現
～

【
6
7
8
億
円（
5
0
4
億
円
）＋
中
小
機
構

交
付
金
1
8
4
億
円
の
内
数（
1
7
6
億
円

の
内
数
）】

①‌�

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
挑
戦
・
自
己

変
革
促
進
と
持
続
可
能
な
地
域
経
済
の
実
現

⃝‌�

創
業
時
の
経
営
者
保
証
を
不
要
と
す
る
保
証

制
度
創
設
、
後
継
者
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
創
出
、
事
業
再
生
・
事
業
承
継
・
引
継
ぎ

の
円
滑
化
、
人
材
確
保
・
能
力
開
発
の
強
化
、

経
営
力
再
構
築
伴
走
支
援
及
び
デ
ジ
タ
ル
化

の
促
進
に
取
り
組
む
。

▼‌�

中
小
企
業
信
用
補
完
制
度
関
連
補
助
・
出
資

事
業
【
67
・
7
億
円（
49
・
8
億
円
）】（
再
掲
）

（
１
）人
材
【
31
億
円（
20
億
円
）】

①‌�

旧
来
の
日
本
型
雇
用
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
転
換

と
労
働
移
動
の
円
滑
化

⃝‌�

人
的
資
本
に
関
す
る
効
果
的
な
開
示
の
在
り

方
や
、
副
業
・
兼
業
等
の
多
様
な
働
き
方
の

推
進
を
含
む
人
的
資
本
経
営
の
実
践
に
つ
い

て
議
論
・
企
業
間
協
力
を
行
う
場
の
創
設
。

⃝‌�

大
企
業
等
人
材
の
出
向
起
業
や
リ
カ
レ
ン
ト

教
育
支
援
、
フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
活
用
等
に
よ
る

人
材
多
様
性
の
確
保
を
進
め
る
。

▼‌�

大
企
業
等
人
材
に
よ
る
新
規
事
業
創
造
促
進

事
業
【
7
・
9
億
円（
6
・
5
億
円
）】

●‌�

学
び
直
し
を
活
用
し
た
、
デ
ジ
タ
ル
・
グ

リ
ー
ン
な
ど
成
長
分
野
等
へ
の
労
働
移
動
の

促
進
に
取
り
組
む
。

●‌�

“
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
”
の
導
入
を
検
討
す
る
企
業

向
け
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
に
取
り
組
む
。

②
多
様
な
才
能
を
開
花
さ
せ
る
教
育

⃝‌�
「
未
踏
」
事
業
拡
大
や
他
分
野
へ
の
横
展
開
、

国
外
か
ら
の
人
材
発
掘
に
よ
る
優
れ
た
発

想
・
技
術
を
持
つ
人
材
に
対
す
る
支
援
の
抜

本
拡
充
に
取
り
組
む
。

▼‌�

独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
運
営
費

交
付
金
【
78
・
4
億
円
の
内
数（
58
・
0
億
円

の
内
数
）】（
再
掲
）

▼‌�

研
究
開
発
型
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
起
業
・
経

営
人
材
確
保
等
支
援
事
業
【
50
・
4
億
円

（
25
・
8
億
円
）】（
再
掲
）等

⃝‌�

デ
ジ
タ
ル
活
用
に
よ
る
教
育
シ
ス
テ
ム
改
革

の
促
進
、
学
校
外
の
民
間
教
育
の
場（
サ
ー
ド

プ
レ
イ
ス
）整
備
、
教
育
/
EdT
ech産
業
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
支
援
に
取
り
組
む
。

▼‌�

学
び
と
社
会
の
連
携
促
進
事
業
【
20
・
0
億

円（
11
・
5
億
円
）】

⃝‌�

大
学
等
の
高
等
教
育
機
関
に
お
け
る
企
業
と

の
共
同
講
座
の
設
置
を
支
援
す
る
。

▼‌�

中
小
企
業
活
性
化
・
事
業
承
継
総
合
支
援
事

業
【
2
2
5
・
0
億
円（
1
5
7
・
7
億
円
）】

▼‌�

事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
事
業
【
20
・
0
億

円（
16
・
3
億
円
）】

▼‌�

後
継
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
【
4
・
0 

億
円（
新
規
）】

▼‌�

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
人
材
対
策
事
業

【
8
・
9
億
円（
8
・
4
億
円
）】

▼‌�

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

総
合
支
援
事
業
【
54
・
0
億
円（
40
・
0
億

円
）】

▼‌�

小
規
模
事
業
者
対
策
推
進
等
事
業
【
54
・
8 

億
円（
53
・
3
億
円
）】

▼‌�

JA
PA
N
ブ
ラ
ン
ド
育
成
等
支
援
事
業
【
8
・

6
億
円（
5
・
5
億
円
）】
等

⃝‌�

地
域
企
業
の
D
X
実
現
を
地
域
ぐ
る
み
で
支

援
す
る
体
制
整
備
の
促
進
、
地
域
で
活
躍
す

る
人
材
の
獲
得
・
育
成
、
地
域
課
題
解
決
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
・
展
開（
デ
ジ
タ
ル
田
園

都
市
国
家
構
想
等
関
連
施
策
と
連
携
）、
地
域

未
来
投
資
促
進
法
※
に
基
づ
き
、
自
治
体
と
連

携
し
た
地
域
の
成
長
発
展
に
資
す
る
産
業
基

盤
の
強
化
に
取
り
組
む
。

▼‌�

地
域
未
来
D
X
投
資
促
進
事
業
【
34
・
9
億

円（
15
・
9
億
円
）】

▼‌�

地
域
の
持
続
的
発
展
の
た
め
の
中
小
商
業
者

等
の
機
能
活
性
化
事
業
【
8
・
8
億
円（
4
・

6
億
円
）】

▼‌�

地
域
・
企
業
共
生
型
ビ
ジ
ネ
ス
導
入
・
創
業

促
進
事
業
【
8
・
4
億
円（
6
・
5
億
円
）】

▼‌�

地
方
公
共
団
体
に
よ
る
小
規
模
事
業
者
支
援

推
進
事
業
【
12
・
9
億
円（
10
・
9
億
円
）】
等

※‌�

地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長
発

展
の
基
盤
強
化
に
関
す
る
法
律

②
文
化
経
済
産
業
政
策
の
推
進

⃝‌�

ア
ー
ト
・
コ
ン
テ
ン
ツ
・
ス
ポ
ー
ツ
・
教
育

等
に
お
け
る
文
化
づ
く
り
へ
の
投
資
促
進
・

基
盤
整
備
等
を
行
う
。
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の

海
外
展
開
に
向
け
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

（
２
）ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　

  ‌�【
1
8
0
億
円（
65
億
円
）＋
JETRO
交
付
金

2
9
0
億
円
の
内
数（
2
5
5
億
円
の
内
数
）】

①
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
の
供
給
拡
大

⃝‌�

国
内
外
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル（
V
C
）

へ
の
公
的
資
本
に
よ
る
投
資
拡
大
や
個
人
保

証
に
依
存
し
な
い
融
資
へ
の
見
直
し
、
直
接

金
融
の
裾
野
拡
大
に
取
り
組
む
。

▼‌�

中
小
企
業
信
用
補
完
制
度
関
連
補
助
・
出
資

事
業
【
67
・
7
億
円（
49
・
8
億
円
）】（
再
掲
）等

⃝‌�

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
既
存
企
業
と
の
オ
ー
プ

ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
の
た
め
の
税
制
等

の
在
り
方
の
見
直
し
を
進
め
る
。

⃝‌�

研
究
開
発
型
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
研
究
成
果

の
事
業
化
に
向
け
て
V
C
と
協
調
し
た
助
成

や
、
成
果
に
対
し
て
報
酬
を
支
払
う
研
究
開

発
事
業
の
拡
大
、
社
会
実
装
・
市
場
獲
得
の

た
め
の
標
準
化
の
取
組
早
期
化
・
拡
大
、
民

間
企
業
の
研
究
開
発
投
資
促
進
の
た
め
の
税

制
の
在
り
方
の
検
討
を
行
う
。

▼‌�

新
産
業
・
革
新
技
術
創
出
に
向
け
た
先
導
研

究
プ
ロ
グ
ラ
ム
【
39
・
2
億
円（
9
・
1
億

円
）】

▼‌�

研
究
開
発
型
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
起
業
・
経

営
人
材
確
保
等
支
援
事
業
【
50
・
4
億
円

（
25
・
8
億
円
）】

▼‌�

国
際
ル
ー
ル
形
成
・
市
場
創
造
型
標
準
化
推

進
事
業
【
25
・
0
億
円（
新
規
）】

▼‌�

民
間
企
業
の
研
究
開
発
投
資
に
対
し
、
よ
り

メ
リ
ハ
リ
の
効
い
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
る

よ
う
制
度
を
見
直
す
と
と
も
に
、
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
と
の
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
よ

り
促
進
さ
れ
る
よ
う
に
制
度
を
見
直
す
。
等

②‌�
起
業
の
促
進
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
へ
の
人
材

供
給
の
促
進

⃝‌�

海
外
に
お
け
る
起
業
家
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

拡
充
や
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
等
の
環
境
整

備
を
進
め
る
。

⃝‌�

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
海
外
展
開
支
援
、
国
外

か
ら
の
人
材
発
掘
、
地
方
に
お
け
る
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
強
化
に
取
り

や
海
賊
版
対
策
の
推
進
、
ス
ポ
ー
ツ
D
X 

に

よ
る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
・
展
開
に
向

け
た
環
境
の
整
備
を
進
め
る
。

▼‌�

コ
ン
テ
ン
ツ
海
外
展
開
促
進
事
業
【
11
・

3
億
円（
11
・
0
億
円
）】

▼‌�

ス
ポ
ー
ツ
D
X
促
進
事
業
【
3
･
0
億
円（
新

規
）】 

等

●‌�

大
阪
・
関
西
万
博
で
日
本
の
最
新
技
術
を
世

界
に
発
信
す
る
た
め
、
規
制
改
革
面
・
経
費

面
、
地
方
経
済
へ
の
波
及
を
含
め
円
滑
に
準
備

を
推
進
す
る
。
日
本
館
の
建
設
や
参
加
す
る
︒

　

‌�

国
・
地
域
の
招
聘
に
必
要
な
イ
ベ
ン
ト
等
の

開
催
に
取
り
組
む
。

▼‌�

国
際
博
覧
会
事
業
【
25
・
0
億
円（
36
・
8
億

円
）】
等

（
６
）デ
ー
タ
駆
動
型
行
政
組
織
へ
の
転
換

　
　

‌�【
５
億
円（
２
億
円
）＋
RIET
I交
付
金
20
億

円
の
内
数（
19
億
円
の
内
数
）】

●‌�

2
0
2
5
年
ま
で
に
経
済
産
業
省
の
行
政
手
続

の
原
則
1
0
0
％
オ
ン
ラ
イ
ン
化（
中
小
企
業

庁
は
2
0
2
3
年
度
ま
で
に
先
行
実
施
）す
る
。

●‌�

即
時
利
用
可
能
な
行
政
デ
ー
タ
の
集
積
と
利

活
用
に
向
け
た
環
境
整
備
・
能
力
向
上
に
取

り
組
む
。

●‌�

半
導
体
・
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
金

等
の
大
規
模
事
業
に
つ
い
て
検
証
方
法
を
公

表
し
、
第
三
者
に
よ
る
検
証
を
実
施
す
る
。

▼‌�

経
済
産
業
省
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

構
築
事
業
【
1
・
4
億
円（
1
・
4
億
円
）】

▼‌�

独
立
行
政
法
人
経
済
産
業
研
究
所
運
営
費
交

付
金
【
19
・
9
億
円
の
内
数（
18
・
9
億
円
の

内
数
）】
等

経
済
産
業
政
策
の
重
点
ポ
イ
ン
ト
と
北
大
阪
経
済

今
回
は
国
の
経
済
対
策
の
内
「
物
価
高
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
高
」「
中
小
企
業
」「
成
長
投
資
」
の
そ
れ

ぞ
れ
の
政
策
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
。
概
ね
現
在

の
厳
し
い
国
際
情
勢
を
反
映
さ
せ
、
ア
ッ
プ
デ
ー

組
む
。

▼‌�

ユ
ニ
コ
ー
ン
創
出
支
援
事
業
【
10
・
2
億
円

（
新
規
）※ 

JET
RO
交
付
金
、
N
ED
O
交
付
金

を
含
む
】

▼‌�

ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
税
制
の
利
便
性
を
向

上
さ
せ
る
べ
く
、
権
利
行
使
期
間
の
延
長
そ

の
他
の
所
要
の
措
置
を
講
じ
る
。

⃝‌�

技
術
シ
ー
ズ
等
と
外
部
経
営
人
材
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
支
援
に
よ
る
大
学
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
の
事
業
化
を
促
進
す
る
。

▼‌�

研
究
開
発
型
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
起
業
・
経

営
人
材
確
保
等
支
援
事
業
【
50
・
4
億
円

（
25
・
8
億
円
）】（
再
掲
）

③
市
場
・
需
要
の
創
出
、
事
業
展
開
支
援

●‌�

公
共
調
達
・
SBIR制
度
※
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

経
営
支
援
の
専
門
家
に
よ
る
相
談
窓
口
整
備
、

知
財
活
用
支
援
及
び
社
会
実
装
・
市
場
獲
得

の
た
め
の
標
準
戦
略
の
加
速
に
取
り
組
む
。

▼‌�

国
際
ル
ー
ル
形
成
・
市
場
創
造
型
標
準
化
推

進
事
業
【
25
・
0
億
円（
新
規
）】（
再
掲
）等

※‌�

Sm
all Business 

Innovation 

Researchの
略
。

研
究
開
発
型
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
等
へ
の
補
助
金
等
の

支
出
機
会
の
拡
大
や
、
初
期
段
階
の
技
術
シ
ー
ズ
か

ら
事
業
化
ま
で
の
一
貫
し
た
支
援
を
行
う
制
度
。

（
３
）‌�グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
経
営
【
12
億
円（
11
億

円
）】

①‌�

「
価
値
創
造
経
営
※

」
に
よ
る
企
業
経
営
改
革

の
推
進
。

●‌�

企
業
の
迅
速
・
果
断
な
意
思
決
定
を
促
す
た
め

の
環
境
整
備
等
を
通
じ
た
経
営
改
革
を
推
進

す
る
。

●‌�

投
資
家
と
の
対
話
を
通
じ
た
、
社
会
の
持
続

可
能
性
と
同
期
し
た
企
業
価
値
創
造
の
実
現

に
向
け
て
の
経
営
変
革（
S
X
：
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）を

推
進
す
る
。

●‌�

グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
金
を
は
じ
め
、

大
規
模
・
長
期
的
な
政
府
支
援
の
パ
ー
ト

ト
さ
れ
て
る
よ
う
に
感
じ
る
。
例
え
ば
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
情
勢
に
端
を
発
し
た
ロ
シ
ア
産
L
N
G
の
供

給
断
絶
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
急
激
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
高
に
対
し
て
、
一
般
消
費
者
や
事
業
者
へ

の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
国
庫
が
出
動

す
る
。
当
面
の
安
心
材
料
に
は
な
る
だ
ろ
う
が
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
原
材
料
の
供
給
不
足
が
長
期
化
す
れ

ば
、
最
悪
の
事
態
は
免
れ
な
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
の
高
騰
は
一
律
増
税
に
匹
敵
す
る
イ
ン
パ
ク
ト

と
な
る
こ
と
は
ご
承
知
の
通
り
だ
ろ
う
。
各
事
業

所
に
お
か
れ
て
は
早
め
の
省
エ
ネ
体
質
の
経
営
方

針
を
打
ち
出
さ
れ
る
の
が
賢
明
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
次
月
紹
介
す
る
「
G
X
」
の
施
策
で
は
企
業

の
省
エ
ネ
、
再
エ
ネ
利
用
を
後
押
し
す
る
内
容
が

目
白
押
し
だ
。
ピ
ン
チ（
危
機
）を
チ
ャ
ン
ス（
機

会
）に
変
え
る
絶
好
の
機
会
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

中
小
企
業
施
策
で
は
、
コ
ロ
ナ
関
連
融
資
の
借

換
に
触
れ
、
連
鎖
倒
産
を
防
ぎ
、
ソ
フ
ト
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
が
図
ら
れ
る
様
相
だ
。
世
界
の
金
融
格

差
を
鑑
み
た
日
銀
の
長
期
金
利
変
動
幅
の
拡
大
が

一
般
消
費
者
に
も
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
る
が
、

基
本
的
な
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
は
変
わ
っ
て
い
な

い
。
こ
ち
ら
も
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
図
ら
れ

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

そ
し
て
成
長
投
資
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
の
熱
量
を
感
じ
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
類
を
見
な

い
円
安
に
よ
る
国
内
回
帰
＆
民
間
投
資
に
よ
る
半

導
体
、
蓄
電
池
、
バ
イ
オ
、
G
X
、
D
X
分
野
の

育
成
や
モ
ビ
リ
テ
ィ
革
命
、
大
阪
・
関
西
万
博
ま

で
も
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
、
国

際
競
争
力
と
企
業
の
利
益
を
高
め
る
と
と
も
に
、

生
産
年
齢
一
人
ひ
と
り
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
開
発
や

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
所
得
向
上
と
生
産
性

向
上
の
好
循
環
を
生
み
出
そ
う
と
い
う
、
壮
大
な

事
業
だ
。
果
た
し
て
、
そ
の
効
果
は
如
何
に
。
先

行
き
不
透
明
な
世
の
中
に
あ
っ
て
も
、
希
望
を
捨

て
な
い
政
府
の
姿
勢
を
見
て
い
る
と
、
来
年
の
正

月
が
少
し
楽
し
み
に
な
っ
て
く
る
の
は
私
だ
け
だ

ろ
う
か
。
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大阪・関西万博  会場建設  寄付事業所のご紹介
ご寄付いただき謹んで御礼申し上げます！

２日間にわけて役員議員の交流を図る
― 役員議員懇談会 ―

　北大阪工業クラブでは、３月度
例会として、元新橋No.１芸者の
千代里氏をお招きし、花柳界の所
作から経営に役立つヒントを学ぶ
講演会を開催いたします。
　今回の講演会は北大阪商工会議
所会員限定で公開講演会とさせて
いただきます。貴重な機会となり
ますので、是非お誘いあわせの上
お申し込みください。

日　時：2023年３月16日（木）14：00～15：30
場　所：輝きプラザきらら７階 たまゆらイベントホール
　　　　（枚方市車塚１丁目１－１ 輝きプラザきらら内）
参加費：無料
テーマ：花柳界で学んだ福を呼ぶ小さな心がけ
講　師：千代里 氏（エッセイスト 講演家 元新橋No.1芸者）

提供：2025年日本国際博覧会協会

博覧会国際事務局総会で大阪・関西万博の開催が正式に承認され、日本国際博覧会協会が基本計画を策定・公表する
など、万博開催に向けた準備が着々と進んでいます。しかし、大阪・関西万博の成功には経済界の資金協力が欠かせま
せん。

そこで、関西経済界の一翼を担う当所では、2021年12月から、博覧会協会からの協力依頼に対応し、会員事業所の
皆様へ会場建設に係るご寄付を募ってまいりました。

その結果、多くの会員事業所の皆様より、想定を大きく上回る2,950
万円もの寄付のご協力をいただき、博覧会協会へお繋ぎすることができ
ました。

そこで先般、ご紹介させていただけていない事業所様に感謝の意を表
し、ささやかではございますが、当誌でご紹介させていただきます。

改めまして、今般の大阪・関西万博　会場建設に係る寄付にご協力い
ただき謹んで御礼申し上げます。

大口寄付事業所

朝日熱処理工業株式会社
（当所常議員）

　当所（久門哲男会頭）では、12月５日、12月12
日の２日間、ニューコマンダーホテル（寝屋川市）
にて、役員議員懇談会を開催しました。今年度
は、少しでも多くの方にご参加いただくため、コ
ロナ禍につき２日間にわけて開催させていただき、
101名の役員・議員の皆様にご参加いただきまし
た。役員議員懇談会では、事務局の司会のもと、
久門会頭の挨拶に続いて佐々木副会頭（５日）、寺
村副会頭（12日）の乾杯で開会しました。久門会頭
の挨拶では、管内の中小企業支援充実と地域産業
の振興を図ることなどを目的とした「当所・枚方
信用金庫・管内３市（枚方市・寝屋川市・交野市）
の３者連携協定」や、地域防災力の向上を目的とした「当所・枚方市・大阪工業大学・東京海上日動火災保険㈱の４者
連携協定」、松本副会頭が委員長を務める新会館特別委員会の進捗や、11月10日から12日の３日間にわたって当所青
年部が主幹開催した日本商工会議所青年部 第40回全国会長研修会「笑売繁盛 喜多大阪会議」などについてコメントい
ただきました。新型コロナウイルス感染症感染防止対策のもと、大変貴重な機会を活用し、一同有意義に情報交換され、
村田副会頭の中締めにより宴たけなわの中、閉会となりました。

お問い合わせ・入会のお申込みは
北大阪商工会議所内　枚方市工業会 事務局 まで

枚方市工業会
年末交流会開催

令和４年度　交野市工業会
臨時総会・年末懇親交流会

北大阪工業クラブ
公開講演会

寝屋川市工業会
ビジネス未来塾Vol.2セミナー・
年末懇親会　開催

　12月14日（水）、がんこ枚
方店にて枚方市工業会年末交
流会が開催され、ご来賓含め
18名のご参加がございました。
昨年、一昨年とコロナ禍で開
催が叶わず、久々の開催だっ
たこともあり、皆様時間一杯
談笑を楽しまれ、盛況な会と
なりました。

　枚方市工業会は、地域経済の
振興と社会の発展のため、工業をはじめあらゆる産業に
関する諸課題についての調査研究や関係機関との情報交
換並びに協議・要望活動など、様々な事業活動を展開し
ており、ただいま新規会員様を募集しております。

　令和４年12月14日（水）、会員38名の参加のもと、
リーガロイヤルホテル大阪にて臨時総会・年末懇親交流
会を開催いたしました。今回もコロナ感染対策に十分に
配慮し、リアルでの開催形式となりました。
　冒頭、内山副会長より「令和４年度は、コロナ禍でも
ソーシャルディスタンスに配慮し、団体として積極的に
活動実績を残すことができていること。本総会の議案に
対し、十分に審議をいただきたい」旨、ご挨拶がありま
した。
　臨時総会では今後の事業活動報告はもとより、新役員
の選出等が無事に成立しました。
　皆様のおかげでスムーズに全議案が可決され、予定時
間内に終えることができました。
　その後の懇親交流会では、来賓を含め46名が参加。寺
村北大阪商工会議所副会頭の乾杯のご発声の後、ご出席
の皆様はマスク会食を徹底しながら、名刺交換・歓談等
が続きました。
　また、同日開催された交野カントリー俱楽部での「交
野の夢を語る会（親睦ゴルフコンペ）」は、16名のご出席
をいただき、交流会で成績発表と表彰式が行われました。

お問い合わせ・お申込み
北大阪商工会議所
中小企業相談所　地域振興課
北大阪工業クラブ担当
T E L：072-843-5152
FAX：072-841-0173
Mail：north@kocci.or.jp

　去る令和４年12月
15日（木）、ニューコマ
ンダーホテルに於いて、
ビジネス未来塾Vol.2
セミナー・年末懇親
会を開催いたしまし
た。ビジネス未来塾で
は中堅社員育成をテー
マに、楢崎経営管理事
務所 代表 楢崎賢吾氏
をお招きし、具体的な

OJT、OFF-JTの活用方法や仕事の目的を考える重要性を
学びました。
　また、年末懇親会は34名でビンゴゲームやマジック
ショーを楽しみ、会員同士の交流を深めました。

寝屋川市工業会は、新入会員を募集しています。
詳しくは、寝屋川市工業会事務局までお問い合わせくだ
さい。事務局：072-828-5151

正式に、次期交野市工業会三役
（会長・副会長・会計）が決定

親睦ゴルフコンペ
表彰式お申込みはこちら↑

ご挨拶される安田幹事
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▪ 新入会員ご紹介 ▪ 〜ご入会ありがとうございます〜
（入会申込書の情報を基に、ご紹介の了解を得た事業所分のみ掲載しています）　　　　　　　　　　　  11月30日受付迄受付順

事業所名 営業内容 所 在 地
㈱グラッド 不動産販売 不動産業 枚方市楠葉朝日
ブレースソール 小売業 枚方市牧野阪

司法書士・行政書士
岩川雄介事務所 司法書士業、行政書士業 枚方市牧野阪

東和工業㈱ 一般建設業 枚方市牧野本町
FLOWER SHOP みつばち 生花販売 枚方市御殿山町
気分屋酒場みのっ家 居酒屋経営 枚方市大峰元町
㈱中尾住宅工作所 リホーム工事 枚方市伊加賀栄町
Tooosu 飲食業、脱毛サロン 枚方市川原町
あまのがわ 法律事務所 弁護士業 枚方市大垣内町
細田隆司 建築業 寝屋川市太秦桜が丘
㈱U-communications 自動車板金と建設 寝屋川市高宮栄町
㈱文禄ラボ ホテル向けシステム開発・保守 枚方市南中振
㈲ヤマトネットワーク 電気通信工事業 交野市倉治
食菜酒房 ひろ 居酒屋 交野市私部
内田紙工㈱ 紙箱製造業 枚方市星丘
海鮮酒場おどりや 居酒屋 交野市私部
パティスリー グランディール 菓子製造販売、四季を彩るスイーツが自慢 枚方市東船橋
㈱SIM global 建築工事業 枚方市須山町
雄栄工業 空調設備工事 枚方市春日西町
㈱ROOTS 電気工事業 交野市私部西
㈱テイクプラス 合成樹脂の卸売 枚方市山之上
SEC㈱ 教育事業、資産管理（不動産賃貸） 枚方市渚西
やきとり大吉 都丘店 やきとり居酒屋 枚方市都丘町
Firstmoon㈱ 生活介護事業 枚方市上島東町
㈱島熔工所 溶接業 八幡市橋本栗ケ谷
㈱前田工務店 新築・リフォーム全般 枚方市黄金野
FAME コンサル業、小売業 枚方市渚栄町
オアシス㈱ 物品販売・飲食業 枚方市東船橋
オアシス(同）(同） 福祉サービス業（障がい者福祉・高齢者福祉・訪問看護・訪問介護） 枚方市東船橋
枚方空調㈱ 工場やビルの空調設備工事 枚方市招提東町
村上会計事務所 税理士・公認会計士 枚方市黄金野
タイコウインダストリー 建築金物、サッシ、ガラス設計、施工、販売 枚方市片鉾東町
個別教育Find 学習塾、飲食店 枚方市牧野阪
伸学塾　晴藍 学習塾 交野市梅が枝
㈱AND 福祉サービス業 枚方市杉責谷
KEIOブックス 小売業 枚方市杉
デリス 製菓販売・喫茶 枚方市長尾谷町
lutetia ネイルサロン、エステ 交野市私市
Eve 美容業 枚方市長尾台
㈲ツーアール電設 建設業 寝屋川市上神田
㈲アットペイント社 塗装・防水工事 寝屋川市明和
クリエーティブ 建設業 寝屋川市上神田
丸義住宅設備 衛生配管工事　住宅設備機器販売・施工 寝屋川市打上新町
木澤建装 内装工事業 寝屋川市春日町

事業所名 営業内容 所 在 地
㈱ファナティック カーディティーリング 寝屋川市楠根南町
㈲イトウ電化 家庭用電気製品販売 枚方市北中振
エムテック 金属、プラスチック加工、販売 交野市東倉治
エムデザインアソシエイト㈱ 建設業、障害児通所支援事業 枚方市津田山手
生駒テント商会 テント看板の製作・施工 枚方市大峰南町
あかり電工㈱ 電気工事業 枚方市出口
㈱結 介護事業 枚方市伊加賀西町
司法書士 伊達事務所 司法書士 寝屋川市御幸東町
松岡材木店 材木卸売業 寝屋川市葛原新町
㈲里見建装 ビル・マンション・一般家屋等の塗装工事 枚方市翠香園町
㈲ハウスワン 不動産業 寝屋川市八坂町
㈲アラキ 建築工事業 枚方市茄子作東町
旬菜スタンドてんてん 飲食店 枚方市北中振
有信精工㈱ ダイカスト金型設計製作 枚方市伊加賀栄町
光伸電子㈱ 電子部品製造業 交野市天野が原町
韓喜屋 飲食業 枚方市川原町
㈲井口組 建築工事請負業 枚方市東香里新町
㈱隆生 不動産販売 大阪市北区西天満
フロックス㈲ 建設工事業 交野市私部西
㈱作事いろは 設計事務所、不動産業 枚方市東香里新町
ヨウ・アートギャラリー 国内外の美術・芸術作品の紹介と販売 枚方市星丘
㈱サンエイ （近畿圏のURの物件の修繕メインの）リフォーム工事業 八幡市八幡福禄谷
橋本組重量 重量物運搬据付 枚方市出口
MIBソリューションズ㈱ マンションインターネットシェアリングサービス（工事） 大阪市北区天満
chou chou．hair 美容業全般 寝屋川市成田南町

㈱コン・ワークス 電気工事業（ALSOKの下請けとしてセキュ
リティー関連の電機工事業を行っている） 枚方市茄子作

㈱メイ・コーポレーション 注文住宅、マンション大規模改修工事、リフォーム工事 大阪市旭区清水

㈲林建材 交野市に残土中継所を構え、軽、2t～
4tの残土受入（持ち込み）を行っている 交野市星田北

COREテック
JAPAN㈱

アルカリイオン電解水生成装置
の開発及び販売 交野市東倉治

㈱吉田工業 建設業 寝屋川市黒原新町
心々 飲食店 寝屋川市黒原橘町
絹田工業 型枠工事業 交野市倉治
イケモトベテリナリークリニック 小動物の病院 交野市私市

Ｋホームズ㈱ 枚方市香里ケ丘団地UR都市機
構の空マンション修繕工事 枚方市山之上

井田防水工業 防水工 枚方市岡山手町
Smart ＆ smile 炭火やきとり・鶏刺し・ランチの店 枚方市宮之下町
安山吉秋 不動産賃貸業 枚方市中宮北町
男と女のヘアーサロン アミスター 理容業 枚方市東牧野町
THREE LUCE リラクゼーション 寝屋川市池田本町
神田電気設備管理事務所 電気設備の保守、管理 寝屋川市御幸東町
池内サービス 各種重量物据付、クレーン作業一式 寝屋川市黒原橘町

ee-talk
代表　稲垣亜香音

交野市私市２-19-16
TEL：090（1719）2995

FMひらかたで23年。各種司会をは
じめ社長のためのビジネストーク、
社員研修等のセミナーお任せください。

新入会員プロフィール
（直近３〜４か月の間に入会の、掲載を

希望された事業所です）

企業価値が高まる コミュニケーション能力向上
～企業が社会とのつながりをつくるためのソーシャルライティング～

CSRセミナー

２月の専門相談・金融相談日
商工会議所の専門経営相談をご利用下さい

専門家専門家ががどんな相談どんな相談にもにも
的確なアドバイス的確なアドバイス
専門家専門家ががどんな相談どんな相談にもにも
的確なアドバイス的確なアドバイス
専門家がどんな相談にも
的確なアドバイス

秘密
厳守

費用
無料!

きらら事務所　中小企業相談所　TEL 072（843）5154
枚方市駅前事務所　　　　　　　TEL 072（843）5157
寝屋川支所　　　　　　　　　　TEL 072（828）5151
交野支所　　　　　　　　　　　TEL 072（892）6700

お気軽にご利用下さい要予約

相談内容 相　談　日 時　　　間 担当相談員
法 　　 律（於：枚方市駅前事務所） ２月14日（火）・21日（火）※ 午後２時〜４時 弁　   護　   士　門 前 武 彦　先生
法 　　 律（於：寝屋川支所） ２月15日（水） 午後２時〜４時 弁　   護　   士　松 本 　 勉　先生
税務・経理（於：枚方市駅前事務所） ２月８日（水）・15日（水）※ 午後１時30分〜３時30分 税　   理　   士　杉 本 隆 志 先生
労 　　 務（於：枚方市駅前事務所） 随　　　時 特定社会保険労務士　植 田 直 美　先生
特許・商標（於：きらら事務所） 随　　　時 弁　   理　   士　中 川 信 治　先生
金 　 融※

〈公庫・国民生活事業〉
（於：‌�きらら事務所にて

オンライン相談） 随　　　時 日本政策金融公庫　守口支店（国民生活事業）
融資相談担当者

金 　 融
〈枚方信用金庫〉（於：きらら事務所） ２月８日（水） 午前10時～正午 枚方信用金庫

融資相談担当者
注意：※は通常の相談日と異なります。金融相談をご希望の方は決算書及び確定申告書類等の電子データが必要です。申込・問い合わせは指導課（072‒843‒5154）へ
　　　◎枚方市駅前事務所へお越しの際、ビオルネ提携駐車場をご利用されると割引サービスがあります。

講師 米
よね

山
やま

哲
さと

司
し

氏
SDGsアドバイザー
大阪府商工会連合会
CSR経営推進委員

時代や価値観の変化を感じたことはありませんか。例えば、事業承継、人材不足といった企
業を取り巻く課題や、気候変動、貧困・格差、未知のウイルスなどが社会に及ぼす影響……。
社会課題が多様化・複雑化する現代は、未来が予測不可能な時代と言われています。
このセミナーでは、「企業が社会とつながる」ための考え方の１つとして「ソーシャルライ
ティング」をお伝えします。

開催日時：2023/３/８（水）13：00～14：00
開催場所：グリーンビレッジ交野
　　　　　交野市私市９丁目４-５（私市駅から徒歩３分）
定　　員：40名※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、収容定員の１/３としております。

参 加 費：無料
お問合せ：北大阪商工会議所 交野支所　TEL：072-892-6700

北大阪商工会議所では中小企業への経営支援や会員の皆様を様々にサポートするサービス
ビジネスチャンスの拡大のお手伝いをいたします

当所では、よりきめ細かく企業様をサポートするため、多くの事業所様へ会員ご加入を呼びかけており
ます。お知り合い、お取引先で会議所未加入の事業所様がございましたら、是非ご紹介ください。

また、すでにご入会いただいております会員様で、代表者の変更、事業所の移転、連絡先の変更等がご
ざいましたら、総務部（TEL 072-843-5151）までご連絡ください。よろしくお願いいたします。

新規会員様を募集しております！新規会員様を募集しております！
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北大阪商工会議所×日本政策金融公庫守口支店  事業承継マッチング支援

北大阪商工会議所では、 日本政策金融公庫の事業承継マッチング支援データベースを活用し、 事業を譲り渡したい方、 事業を譲り受けたい

方に対する支援サービスを開始いたしました。

M＆Aというと敷居の高いイメージがありましたが、近年では小規模事業者のM＆Aも行われるようになってきており、承継者がいないケー

スでも廃業せずとも第三者への事業譲渡により事業承継される事例が多くみられます。 また、 創業や事業拡大をお考えの方にも、 事業を引

き継いで新たなビジネスに挑戦する形態について関心が高まってきています。

もし M&Aを考えるべきかもしれないと少しでも思われた方はお気軽にご相談ください。

事業を第三者から

譲り受けたい方

事業を第三者に

譲り渡したい方

M&Aで事業を拡大したい

お店を出す夢を叶えたい

お店を誰かに続けてほしい

大切な事業を譲りたい

そろそろ引退したいな。。。

M&Aなんて考えたこともなかった

売上1，000万円程度でもよいの？

日本政策金融公庫には、事業を譲り受ける際に

必要な資金にご利用いただける融資制度があります。

事業承継・集約・活性化支援資金
（企業活力強化貸付）

創業時や事業拡大時等の

コスト低減

経営資源の承継

譲渡収入の確保

従業員の雇用維持

取引先の引継ぎ

事業承継・Ｍ＆Ａのメリット

事業承継・Ｍ＆Ａのメリット

1
事業承継等に際して、株式や事業用資産を取得

する方などが対象

多様化する事業承継に、 幅広く対応

経営承継円滑化法の認定を受けた会社の代表者

個人や同法の認定を受けた事業を営んでいない

個人への融資が可能

poin
t

2poin
t

3poin
t

※審査の結果、ご希望に沿えないことがございます。

北大阪商工会議所　寝屋川支所 （京阪寝屋川市駅西口から徒歩2 分）

寝屋川市東大利町2番 14号　ＴＥＬ： ０７２-８２８-５１５１　ＦＡＸ： ０７２-８２８-５１５６

本所 （きらら事務所） 平日０９ ： ００～１７ ： ００ （土日祝は休み）

枚方市車塚 1丁目 1番 1号輝きプラザきらら6階　TEL ： 072-843-5154　FAX ： 072-841-0173
ご相談はこちらまで

北大阪商工会議所と日本政策金融公庫守口支店が手数料無料で、

事業承継・M&Aを支援します
北大阪

商工会
議所

会員限
定

クラウドファンディング仲介事業
はじめました

会員
限定

随時受付中！
新たな会員サービスとして、国内最大のクラウドファンディング

「CAMPFIRE」の手数料割引サービスをはじめました。

当所経由でお申込みいただくと、通常手数料17%     15%
＊社会問題の解決に資するとCAMPFIRE社が判断したプロジェクトについては、９% → ７%

クラウドファンディングを実施したい会員事業所の皆様は、
お気軽に寝屋川支所までお問い合わせください。
TEL：072-828-5151　　Mail：hikoboshi@kocci.or.jp

＊プロジェクトが達成しなかった場合、手数料は発生しません。
＊通常のクラウドファンディングと同様、CAMPFIRE社の担当者がサポートします。
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ひらっく(枚方市立地域活性化支援センター)
〒573-1159
枚方市車塚１-１-１ 輝きプラザきらら６階
WEB：https://www.hirakata-kassei.jp/
F A X：‌�072-851-5384（セミナー名、参

加者名、住所、TELを明記）
T E L：050-7105-8080

事業の紹介、創業に役立つ情報等を発信中！

ウェブ ブログ Facebook

お申し込み・お問い合わせ

令和５年度
きらら創業実践塾

・枚方市立地域活性化支援センターからのお知らせ・

創業の夢をかたちにする。きらら創業実践塾は、創
業希望者から第二創業を目指す方までを対象に、開
業に必要な知識を総合的に学ぶ、少人数制の「通年
講座」です。専門家・同じく創業を目指す方と共に、
枚方市内での起業を成功させませんか？

いざHPやブログやSNSで発信しようとすると、同業
者と似たような文章になってしまったり、「すごい事
を書かなければいけない」と思って手が止まったり
しがちです。
ネットの文章を書く際に陥りがちな誤解と対策につ
いて、コピーライターのさわらぎ寛子さんが優しく
＆易しく説明します。

✿ 文章はきちんとまとめなければいけない？
✿ ‌�過去のストーリーで共感させる？私そんなドラマ

チックな人生送ってないんですけど…。
✿ 言い切るから自信が伝わる？

対　　象：‌� 創業希望者、創業間もない事業者、第二
創業を目指す事業者、後継者で講座終了
後に枚方市内で事業を営むことを予定す
る方。具体的なビジネスアイデアを有し
ている方。※カリキュラム全体の80％以
上の出席が見込まれること。

講義期間：‌�４月１日～来年３月31日
　　　　   （場所：枚方市立地域活性化支援センター）
参加費用：１万円／月
申　　込：‌� ２月１日～２月28日の平日午前９時～午

後５時半に申請書と事業計画書（同セン
ターホームページから取り出し可）を同セ
ンターへ。書類選考で10人程度

日　時：２/19（日）14：00～16：00
会　場：‌�ビィーゴ　枚方市岡本町７番１号 枚方ビオ

ルネ５階（京阪「枚方市」駅より徒歩１分）
　　　　※‌�状況によりオンライン（Zoom）開催に変

更の可能性あり。
講　師：コピーライター　さわらぎ寛子 氏
対　象：起業に興味がある方
定　員：12人（先着順）
参加費：1,000円（ドリンク付き）
持ち物：筆記用具・（あれば）名刺

〔２/２（木）10：00より受付開始〕

テーマ：売れ続けるネット文章術

お茶しながら起業のコツが学べる♪
ひらかたビジネスカフェ



Nijiriguchi

今
回
のN

ijiriguchi

の
主
人
公
は
、

枚
方
市
の
レ
ー
シ
ン
グ
チ
ー
ム

「D
ELT

A
 M

O
T
O
R SPO

RT
S

」
を
率

い
る
田
中
延
男
氏
だ
。
チ
ー
ム
は
2
0
1
7

年
に
発
足
。
車
の
販
売
・
修
理
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
を
展
開
す
る
「
タ
ナ
カ
オ
ー
ト
サ
ー

ビ
ス
」
が
立
ち
上
げ
た
。
結
成
か
ら
今
年

(
2
0
2
3
年)

で
７
年
目
に
も
関
わ
ら
ず
、

“
ス
ー
パ
ー
耐
久
”
で
の
３
連
覇
な
ど
一
躍

日
本
の
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
と
な
っ
た
。
快
進
撃

の
裏
に
あ
る
の
は
“
常
識
を
超
え
た
”
田
中

氏
の
発
想
だ
。
勝
利
を
生
む
思
考
は
ど
の
よ

う
に
生
ま
れ
た
の
か
。
そ
の
秘
密
に
迫
っ
た
。

勝
つ
こ
と
が
絶
対
条
件

2
0
1
7
年
、
街
の
車
屋
だ
っ
た
田
中
氏

が
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
勝
負
を
し

よ
う
と
決
め
た
の
は
思
い
つ
き
だ
っ
た
と
い
う
。

「
朝
起
き
た
時
に
妻
と
従
業
員
に
“
レ
ー
ス

を
や
る
。
シ
ャ
ン
パ
ン
を
獲
る
”
と
伝
え
た
」。

し
か
し
、
頭
に
浮
か
ん
だ
の
は
費
用
の
問

題
だ
っ
た
。
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
参
戦
す

る
だ
け
で
お
金
が
か
か
る
。
さ
ら
に
車
や
ス

タ
ッ
フ
の
費
用
を
考
慮
す
る
と
思
い
つ
き
だ

け
で
続
け
ら
れ
る
ほ
ど
甘
い
世
界
で
は
な
い
。

出
る
か
ら
に
は
一
つ
の
覚
悟
を
決
め
て
い
た
。

「
い
き
な
り
勝
ち
に
行
く
の
が
頭
か
ら

あ
っ
た
。
そ
う
し
な
い
と
ス
ポ
ン
サ
ー
を
取

れ
な
い
。
１
、２
年
目
が
勝
負
に
な
る
。
１

年
で
何
千
万
円
も
自
腹
を
切
り
ま
し
た
。
そ

れ
が
勝
て
ば
後
で
戻
っ
て
く
る
」。

田
中
氏
は
準
備
に
２
年
間
を
費
や
し
た
。

そ
の
間
、
ス
ポ
ン
サ
ー
の
人
脈
づ
く
り
に
励

み
、
ま
た
ス
タ
ッ
フ
は
メ
カ
ニ
ッ
ク
の
技
術

を
習
得
す
る
た
め
別
の
チ
ー
ム
で
修
業
を
し

た
。
そ
し
て
2
0
1
9
年
、
満
を
持
し
て

レ
ー
ス
に
参
戦
す
る
。

“
ス
ー
パ
ー
耐
久
”
３
連
覇 

衝
撃
の
快
進
撃

チ
ー
ム
は
衝
撃
の
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た

す
。
初
戦
の
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
で
行
わ
れ

た
「TO

YO
TA

 G
A
ZO

O
 Racing 86/

BRZ Race

」
ク
ラ
ブ
マ
ン
シ
リ
ー
ズ
で
優

勝
。
さ
ら
に
シ
リ
ー
ズ
の
年
間
ラ
ン
キ
ン
グ

で
も
総
合
２
位
に
輝
い
た
。
そ
の
後
も
勢
い

は
止
ま
ら
な
い
。
2
0
2
0
年
か
ら
は
３

年
連
続
で
「
ス
ー
パ
ー
耐
久ST-3

ク
ラ
ス
」

の
シ
リ
ー
ズ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
。
2
0
2
2

年
に
は
プ
ロ
の
ト
ッ
プ
ド
ラ
イ
バ
ー
も
参
戦

す
る
「T

O
Y
O
T
A
 G

A
ZO

O
 R

acing 
86/BRZ C

up

」
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
シ

リ
ー
ズ
で
初
代
シ
リ
ー
ズ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と

な
り
、
周
囲
も
驚
く
快
進
撃
を
重
ね
て
い
る
。

“
出
る
か
ら
に
は
勝
つ
”
田
中
氏
の
宣
言

通
り
の
結
果
と
な
り
、
チ
ー
ム
を
見
る
周
囲

の
目
も
変
化
し
た
。
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
も
増

え
、
資
金
面
で
も
レ
ー
ス
に
継
続
参
戦
す
る

た
め
の
環
境
が
整
っ
て
き
た
と
語
る
。

「
2
0
2
2
年
で
丸
４
年
か
な
、
大
き
い

レ
ー
ス
出
だ
し
て
。
こ
の
間
の
サ
ッ
カ
ー
の

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど
世
界

が
変
わ
っ
た
。
同
じ
ス
ポ
ン
サ
ー
さ
ん
で
も

５
万
円
、
10
万
円
も
上
げ
て
く
れ
て
い
る
。

ス
ポ
ン
サ
ー
を
1
0
0
件
ま
わ
っ
て
い
た
と

こ
ろ
が
50
件
で
い
い
と
い
う
形
に
な
り
つ
つ

あ
る
。
し
か
も
電
話
で
“
デ
ル
タ
”
と
言
え

ば
伝
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
」。

勝
利
の
秘
密
は
“
常
識
を
疑
う
思
考
”

な
ぜ
勝
つ
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
そ
の
秘

密
は
田
中
氏
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
に
隠
さ

れ
て
い
る
。
実
は
田
中
氏
は
息
子
の
良
平

氏
が
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
ト
に
参
戦
す
る
な

ど
、
モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
に
身
を
置

い
た
経
験
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
15
年
ほ

ど
前
に
離
れ
て
以
来
、
街
の
車
屋
と
し
て
仕

事
を
し
、
休
日
に
は
家
族
と
遊
び
に
行
く
な

ど
レ
ー
ス
と
は
無
縁
の
生
活
を
送
っ
て
き
た
。

そ
し
て
今
回
改
め
て
レ
ー
ス
の
舞
台
に
戻
っ

た
。
久
し
ぶ
り
の
サ
ー
キ
ッ
ト
。
そ
こ
で
感

じ
た
の
は
、
以
前
と
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い

業
界
の
常
識
だ
っ
た
と
い
う
。

「
や
っ
て
い
る
こ
と
が
一
緒
な
ん
で
す
よ

ね
、
昔
と
変
わ
ら
な
い
ん
で
す
よ
。
他
を
見

て
な
い
か
ら
で
す
よ
ね
。
箱
の
中
で
同
じ
人

間
が
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て
い
る
以
上
は
新
し
い

こ
と
は
で
き
な
い
で
す
。
新
し
い
知
恵
も
な

い
し
。
僕
は
車
屋
や
っ
た
り
と
か
ス
キ
ー
に

妻
と
行
っ
た
り
と
か
レ
ー
ス
と
は
関
わ
り
が

な
い
こ
と
を
や
っ
て
き
た
」。

田
中
氏
が
言
う
新
た
な
知
恵
。
そ
れ
は

例
え
ば
レ
ー
ス
で
の
作
戦
に
表
れ
て
い
る
。

チ
ー
ム
の
主
戦
場
の
一
つ
で
あ
る
“
ス
ー
パ
ー

耐
久
”
。
“
耐
久
”
の
名
の
通
り
5
0
0
キ

ロ
や
1
0
0
0
キ
ロ
も
の
長
い
距
離
を
複
数

の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
交
代
し
な
が
ら
走
る
過
酷

な
レ
ー
ス
だ
。
そ
の
勝
敗
を
分
け
る
要
素
の

一
つ
が
ド
ラ
イ
バ
ー
交
代
の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
。

田
中
氏
は
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
業
界

の
常
識
に
は
な
い
発
想
を
語
っ
た
。

「
み
ん
な
耐
久
レ
ー
ス
は
１
時
間
15
分

走
っ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
交
代
。
ま
た
１
時
間
15

分
で
ド
ラ
イ
バ
ー
交
代
。
こ
の
ル
ー
テ
ィ
ン

を
大
体
決
め
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
こ
れ
は

間
違
っ
て
な
い
け
れ
ど
、
30
分
で
ド
ラ
イ

バ
ー
交
代
し
た
ら
あ
か
ん
の
？
５
分
で
代
え

た
ら
あ
か
ん
の
？
と
い
う
話
。
ダ
メ
じ
ゃ
な

い
け
ど
み
ん
な
そ
れ
を
し
な
い
。
す
る
勇
気

が
な
い
。
過
去
に
そ
の
や
り
方
で
勝
っ
た
か

ら
と
言
っ
て
脱
皮
で
き
て
な
い
。
僕
は
１
回

経
験
を
ゼ
ロ
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
で

き
る
。
え
っ
そ
ん
な
や
り
方
あ
る
の
？
と
い

う
新
し
い
や
り
方
、
発
想
に
な
る
」。

ゲ
ー
ム
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に

さ
ら
に
ド
ラ
イ
バ
ー
選
び
に
も
田
中
氏
の

常
識
を
超
え
る
発
想
が
表
れ
て
い
る
。

チ
ー
ム
の
エ
ー
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
の
冨
林
勇

佑
氏
。
冨
林
氏
は
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
、
つ
ま
り

ゲ
ー
ム
の
世
界
で
レ
ー
ス
を
行
っ
て
い
た
と

い
う
異
色
の
経
歴
を
持
つ
。
2
0
1
6
年
に

e
ス
ポ
ー
ツ
の
レ
ー
ス
「
グ
ラ
ン
ツ
ー
リ
ス

モ
」
で
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
な
っ
た
冨
林

氏
。
ゲ
ー
ム
だ
け
で
は
飽
き
足
ら
ず
、
実
際

の
レ
ー
ス
に
も
興
味
が
湧
き
、
田
中
氏
の
元

に
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
訪
れ
た
。
一
般
的
に

は
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
る
た
め
に
は
幼
少
期
か

ら
現
実
の
レ
ー
ス
で
経
験
を
積
み
上
げ
る
こ

と
が
必
要
だ
。
ゲ
ー
ム
と
現
実
は
違
う
。
そ

う
考
え
る
人
も
少
な
く
な
い
状
況
だ
っ
た
。

し
か
し
田
中
氏
は
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
実
施
。

コ
ー
ス
を
３
周
走
っ
た
冨
林
氏
を
見
て
、
車

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
技
術
の
高
さ
に
素
質

を
感
じ
た
。
そ
し
て
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
抜

擢
す
る
こ
と
を
決
断
し
た
。

「
今
で
も
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
お
も
ち
ゃ
っ
て

言
わ
れ
て
い
る
。
や
っ
ぱ
り
ゲ
ー
ム
は
お
も

ち
ゃ
で
し
ょ
う
。
そ
の
ド
ラ
イ
バ
ー
を
育
て

て
い
く
っ
て
い
う
の
は
、
み
ん
な
と
違
う
路

線
を
と
っ
た
と
い
う
こ
と
」。

一
方
の
冨
林
氏
は
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
現

実
の
レ
ー
ス
へ
の
参
戦
に
つ
い
て
こ
う
語
っ

て
い
る
。

「
今
ど
き
の
ゲ
ー
ム
は
本
当
に
よ
く
出
来

て
い
る
の
で
、
リ
ア
ル
で
も
違
和
感
は
あ
ま

り
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
多
少
ゲ
ー
ム
と

実
車
と
で
違
い
は
あ
る
が
、
基
本
的
な
も
の

は
同
じ
な
の
で
、
細
か
い
部
分
の
擦
り
合
わ

せ
さ
え
出
来
れ
ば
問
題
な
く
乗
れ
る
」。

田
中
氏
は
多
額
の
参
戦
費
用
が
か
か
る

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
、
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
か
ら
の
参
入
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
裾

野
を
広
げ
る
こ
と
に
繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。

「
カ
ー
ト
で
小
さ
い
と
き
か
ら
や
ら
な
い

と
上
に
い
け
な
い
っ
て
い
う
考
え
は
も
う
古

い
。
そ
こ
に
行
く
ま
で
に
お
金
を
い
く
ら

使
っ
て
い
る
か
と
言
え
ば
１
億
円
く
ら
い
の

大
金
が
必
要
と
な
る
。
親
が
金
持
ち
だ
っ
た

ら
い
い
ん
で
す
け
ど
。
e
ス
ポ
ー
ツ
な
ら
お

金
が
無
い
人
で
も
で
き
る
。
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を

も
っ
と
日
本
国
内
で
有
名
に
し
た
い
」。

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
新
た
な
風
を

田
中
氏
は
業
界
全
体
を
考
え
た
新
た
な
取

り
組
み
も
始
め
て
い
る
。
ま
ず
は
エ
ー
ス
ド

ラ
イ
バ
ー
の
冨
林
氏
と
の
代
理
人
契
約
だ
。

チ
ー
ム
や
ス
ポ
ン
サ
ー
と
の
契
約
、
レ
ー
ス

外
で
の
様
々
な
活
動
を
田
中
氏
が
代
理
人
と

し
て
行
う
こ
と
で
冨
林
氏
は
レ
ー
ス
だ
け
に

集
中
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
世
界
の
ス
ポ
ー

ツ
界
で
は
常
識
の
ス
タ
イ
ル
を
モ
ー
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
に
も
取
り
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

「
選
手
は
お
金
の
交
渉
を
す
る
の
が
仕
事

じ
ゃ
な
い
。
野
球
で
も
テ
ニ
ス
で
も
。
選
手

は
そ
こ
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
す
る
の
が
仕

事
。
だ
か
ら
一
流
に
な
れ
る
ん
で
す
よ
」。

ま
た
、
年
ご
と
の
契
約
に
左
右
さ
れ
る
ド

ラ
イ
バ
ー
の
不
安
定
な
環
境
に
も
一
石
を
投

じ
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
始
め
た
の

が
ド
ラ
イ
バ
ー
を
多
数
抱
え
、
足
り
な
い

チ
ー
ム
に
派
遣
す
る
取
り
組
み
だ
。

「
１
年
乗
っ
て
、
は
い
さ
よ
な
ら
で
し
ょ

う
。
そ
れ
が
今
の
や
り
方
な
ん
で
す
よ

ね
。
最
低
15
人
か
ら
20
人
ド
ラ
イ
バ
ー
を

抱
え
て
レ
ー
ス
で
ド
ラ
イ
バ
ー
が
足
り
な

い
と
き
に
レ
ン
タ
ル
を
す
る
。
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
の
よ
う
に
。
ド
ラ
イ
バ
ー
に
は

1
0
0
0
万
、
2
0
0
0
万
円
の
給
料
は
渡

せ
ま
せ
ん
け
ど
、
普
通
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
ぐ

ら
い
は
渡
し
た
い
」。

地
域
密
着
の
チ
ー
ム
で
さ
ら
な
る
飛
躍
を

田
中
氏
に
今
後
や
り
た
い
こ
と
を
尋

ね
る
と
「
地
域
へ
の
思
い
」
を
語
っ
た
。

D
ELT

A
 M

O
T
O
R SPO

R
T
S

は
最
近
、

当
商
工
会
議
所
に
入
会
。
当
所
を
通
じ
地
元

の
企
業
と
の
関
係
を
強
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
で
安
全
運
転
講
習

も
行
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
。
車
が
店
舗
に

突
っ
込
む
な
ど
の
交
通
事
故
を
一
つ
で
も
減

ら
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
だ
。

「
駐
車
時
に
コ
ン
ビ
ニ
に
突
っ
込
ん
で
し
ま

う
事
故
が
あ
る
が
、
あ
れ
に
は
理
由
が
あ
る
。

実
際
に
出
て
い
る
ス
ピ
ー
ド
と
感
覚
に
ズ
レ

が
生
じ
て
い
る
。
こ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
一
旦

停
止
し
て
バ
ッ
ク
で
駐
車
す
る
の
が
良
い
」。

田
中
氏
が
見
据
え
る
の
は
チ
ー
ム
の
未
来
、

そ
し
て
地
域
の
未
来
だ
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の

最
後
に
力
強
く
言
っ
た
。

「
や
っ
と
こ
れ
で
並
み
の
レ
ー
シ
ン
グ

チ
ー
ム
に
な
れ
た
と
思
っ
て
い
る
。
周
り
に

も
認
知
さ
れ
た
。
や
っ
と
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

に
立
つ
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
か
ら
だ
。」

常
識
を
超
え
ろ
！

枚
方
発
レ
ー
シ
ン
グ
チ
ー
ム
の

勝
利
の
思
考
法
と
は
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◇
寺
内
町
を
起
業

招
提
寺
内
町
は
、
戦
国
末
期
、
天
文
11
年

（
1
5
4
2
）牧
郷
の
真
っ
た
だ
中
、
招
提
に

誕
生
し
た
。
枚
方
に
三
つ
で
き
た
寺
内
町
の

う
ち
、
最
後
に
で
き
た
寺
内
町
で
あ
る
。
こ

の
寺
内
町
、
な
ん
と
石
清
水
八
幡
宮
の
侍
衆

で
あ
っ
た
２
人
の
男
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
た

の
だ
か
ら
驚
き
で
あ
る
。

楠
葉
、
牧
郷
一
帯
は
、
平
安
時
代
に
は
摂

関
家
の
殿
下
渡
領
、
鎌
倉
時
代
に
は
、
北
条

家
の
得
宗
領
と
い
っ
た
時
代
の
主
流
を
担
っ

た
権
力
者
が
支
配
す
る
「
楠
葉
牧
」
と
し
て

存
在
し
て
き
た
。
荘
園
内
で
は
農
民
や
商
工

業
者
ら
が
外
部
の
干
渉
を
免
れ
、
独
立
し
た

小
世
界
を
つ
く
り
、
自
立
し
た
商
活
動
を
積

み
重
ね
、
後
に
は
八
幡
宮
の
神
人（
楠
葉
神

人
）と
な
る
こ
と
で
そ
の
権
益
保
護
を
図
っ

た
。
楠
葉
で
は
自
治
的
な
活
動
を
展
開
し
、

成
熟
す
る
。
自
ら
の
身
を
自
ら
で
守
る
新
た

な
術
を
模
索
し
始
め
て
い
た
。
一
方
、
八
幡

宮
自
体
も
勢
力
を
淀
川
下
流
に
広
げ
よ
う
と

し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
大
坂
に
本
願
寺
を
置

い
た
本
願
寺
勢
力
は
、
そ
の
経
済
活
動
を
展

開
す
る
た
め
、
北
河
内
に
出
口
、
枚
方
寺
内

（
1
5
5
9
、
実
従
、
順
興
寺
住
職
と
な
る
）

を
造
る
な
ど
、
寺
内
町
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ

る
宗
派
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
た
。
こ
う
し

た
情
勢
を
知
っ
た
敏
腕
な
二
人
の
侍
が
、
楠

葉
に
近
く
、
戦
乱
の
た
め
無
主
に
近
い
土
地

を
見
つ
け
出
し
、
新
た
な
経
済
活
動
の
拠
点

と
す
る
寺
内
町
の
起
業
を
図
っ
た
の
だ
。

◇
侍
衆
二
人
が
起
業

牧
郷（
楠
葉
牧
が
広
が
っ
て
い
た
現
在
の

牧
野
あ
た
り
）は
、
室
町
後
期
、
応
仁
、
文

明
の
戦
乱
で
は
軍
勢
が
横
切
り
、
合
戦
が
行

わ
れ
、
事
実
上
、
無
主
の
状
況
で
あ
っ
た
。

石
清
水
八
幡
宮
に
武
士
と
し
て
仕
え
て
い

た
片
岡
五
郎
右
衛
門
正
久
と
小
篠（
お
ざ
さ
）

兵
庫
房
純
は
、
八
幡
宮
境
内
や
、
楠
葉
で
行

わ
れ
た
活
発
な
経
済
活
動
を
見
聞
し
、
そ
の

知
識
と
経
験
を
も
っ
て
、
無
主
の
地
、
招
提

で
寺
内
町
の
建
設
を
目
指
す
。

片
岡
は
、
八
幡
宮
と
本
願
寺
と
の
宗
教
的

つ
な
が
り
を
活
か
し
、
蓮
如
上
人
の
六
男
、

蓮
淳
に
働
き
か
け
る
。
蓮
淳
は
、
当
時
、
本

願
寺
宗
主
証
如
を
後
見
し
て
お
り
、
す
で
に

八
尾
の
顕
証
寺
住
職
と
し
て
久
宝
寺
寺
内
町

を
築
い
て
い
た
。
片
岡
は
、
識
見
豊
か
で
有

能
な
蓮
如
の
子
、
蓮
淳
を
寺
内
町
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
招
く
。
蓮
淳
の
兼
帯
所
と
し
て
招

提
道
場
を
つ
く
る
の
だ
。

小
篠
は
、
当
時
の
飯
盛
城
主
、
安
見
宗
房

（
畠
山
氏
の
家
臣
）の
被
官
を
し
て
い
た
経
験

が
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
縁
で
河
内
守
護
に

寺
内
町
の
建
設
、
経
済
的
保
護
を
働
き
か
け

る
。
招
提
寺
内
の
草
創
は
片
岡
、
小
篠
の
二

人
が
、
お
の
お
の
の
能
力
の
得
意
分
野
を
い

か
ん
な
く
発
揮
す
る
こ
と
で
実
現
で
き
た
の

だ
。
こ
の
経
緯
は
、
正
久
の
孫
に
あ
た
る

片
岡
忠
衛
門
政
次（
庄
屋
の
河
端
家
出
身
で
、

庄
屋
片
岡
家
を
継
ぎ
、
出
家
し
て
「
誓
円
」

と
名
乗
る
）が
残
し
た
史
料
「
誓
円
の
日
記
」

（
馬
部
隆
弘
著　
枚
方
市
）の
研
究
に
よ
っ
て

明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
の
頃
、
京
、
大
坂
を
結
ぶ
京
街
道
は
未

だ
出
来
て
お
ら
ず
、
東
高
野
街
道
が
京
都
、

大
坂
、
河
内
方
面
へ
の
主
な
交
通
路
で
あ
っ

た
。
招
提
は
東
高
野
街
道
に
近
く
、
交
通
の

結
節
点
で
、
そ
の
先
は
蓮
淳
の
本
拠
地
八
尾

久
宝
寺
に
も
通
じ
て
い
た
。
さ
ら
に
招
提
の

地
形
は
、
周
辺
の
土
地
に
比
し
て
高
台
と
な

り
、
戦
国
の
世
に
適
し
防
御
に
か
な
っ
た
。

こ
の
地
で
、
浄
土
真
宗
の
道
場
を
核
と
す
る

方
八
丁
の
寺
内
町
づ
く
り
を
行
っ
た
の
だ
。

◇
寺
内
町
の
誕
生

天
文
11
年（
1
5
4
2
）御
堂
が
完
成

し
、「
招
提
道
場
」
と
名
乗
る
。
天
文
13
年

（
1
5
4
4
）、
管
領
細
川
晴
元
か
ら
軍
勢
の
乱

暴
狼
藉
を
禁
ず
る
制
札
が
出
さ
れ
た
と
い
う
。

こ
の
こ
ろ
に
は
度
重
な
る
淀
川
の
水
害
に

よ
り
、
楠
葉
の
津
と
し
て
の
役
割
は
、
次
第

に
淀
や
枚
方
三
矢
に
移
り
、
商
活
動
の
中
心

が
楠
葉
か
ら
枚
方
寺
内
に
移
行
し
始
め
て
い

た
時
期
で
あ
り
、
地
理
的
に
も
タ
イ
ミ
ン
グ

的
に
も
楠
葉
に
近
い
招
提
寺
内
は
、
楠
葉
の

神
人
ら
の
商
活
動
の
進
出
先
と
し
て
好
立
地

で
あ
っ
た
。
八
幡
宮
勢
力
と
本
願
寺
勢
力
が
、

協
力
し
合
っ
て
招
提
寺
内
の
建
設
に
参
画
し

た
の
だ
ろ
う
。

招
提
寺
内
町
の
建
設
経
過
に
つ
い
て
、

「
招
提
寺
内
由
緒
実
録
」（
河
端
了
栄
著
、
明

和
８
年
、
1
7
7
1
）を
参
考
に
す
る
と

『
東
の
低
地
の
谷
に
堤
、
溜
池（
御
堂
池
の
こ

と
、
地
元
の
人
は
「
み
ど
い
け
」
と
い
う
）

を
築
き
、
堂
の
岸
よ
り
南
へ
２
町
に
土
居
を

構
え
、
西
へ
土
居
を
築
き
廻
ら
せ
、
西
の
谷

筋
に
用
水
抜
き
の
溝
を
通
す
、
北
の
野
よ
り

南
の
野
へ
大
通
り
を
通
し
大
木
戸
を
構
え
る
、

東
と
北
に
小
木
戸
口
を
つ
け
る
』、
と
い
う

計
画
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
荒
廃
し

た
地
を
切
り
拓
き
、
一
か
ら
始
め
た
、
町
割

り
は
現
在
の
招
提
の
道
筋
に
色
濃
く
残
り
、

北
ノ
口
、
門
口（
も
ん
ぐ
ち
、
も
ぐ
ち
）、
中

町（
な
か
っ
ち
ょ
）、
東
町（
ひ
が
っ
ち
ょ
）、

西
町（
に
し
っ
ち
ょ
）、
横
町（
よ
こ
っ
ち
ょ
）

な
ど
寺
内
町
特
有
の
地
名
と
呼
び
方
が
、
今

も
残
っ
て
い
る
。（
写
真
①
、
御
堂
池
越
し
に

敬
応
寺
を
望
む　

招
提
元
町
３
丁
目
）　

写

真
②
、
門
口
と
呼
ば
れ
る
寺
内
町
の
大
木
戸

が
あ
っ
た
あ
た
り
、
招
提
元
町
２
丁
目
）　

町
屋
は
道
に
面
し
て
建
て
ら
れ
た
そ
う
だ
が
、

現
在
の
民
家
は
道
に
面
し
て
入
り
口
が
あ
り
、

建
物
は
北
を
奥
に
し
て
、
南
に
空
き
地
を
設

け
る
農
家
風
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
近

世
に
な
っ
て
、
招
提
が
純
然
た
る
農
村
と

な
っ
て
か
ら
改
変
さ
れ
た
た
め
だ
ろ
う
。

招
提
寺
内
町
は
東
高
野
街
道
に
よ
っ
て
枚

方
寺
内
や
出
口
光
善
寺
寺
内
な
ど
、
浄
土
真

宗
系
寺
内
町
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
翼
を
担
っ

た
。
枚
方
寺
内
の
順
興
寺
、
住
職
実
従（
蓮

如
の
十
三
男
）も
、
永
禄
３
年（
1
5
6
0
）

３
月
、
宗
教
活
動
で
招
提
を
訪
れ
て
い
る
。

◇
招
提
寺
内
町
の
終
焉

元
亀
元
年（
1
5
7
0
）９
月
、
信
長
と
大

坂
本
願
寺（
宗
主
顕
如
）の
開
戦（「
石
山
合

戦
」
と
い
う
）に
際
し
、
信
長
の
天
王
寺
表

へ
の
陣
立
て
の
際
、
信
長
軍
は
東
高
野
街
道

を
利
用
し
た
た
め
、
招
提
寺
内
は
や
む
を
得

ず
、
信
長
に
協
力
す
る
。
こ
の
結
果
、
戦
後
、

寺
内
町
は
先
例
の
如
く
と
安
堵
を
受
け
た
と

い
う
。
本
願
寺
と
の
戦
い
で
は
鉄
砲
に
弾
を

込
め
ず
、
矢
の
根
を
ぬ
い
た
そ
う
だ
。
顕
如

は
天
正
８
年（
1
5
8
0
）、
信
長
と
和
を
結

び
、
本
願
寺
は
石
山
か
ら
撤
退
、
紀
伊
鷺
森

御
坊（
和
歌
山
市
）に
退
去
す
る
。
招
提
寺
内

町
は
石
山
合
戦
を
辛
く
も
生
き
延
び
た
。

12
年
後
、
天
正
10
年（
1
5
8
2
）６
月
２

日
、
信
長
は
明
智
光
秀
の
裏
切
り
に
よ
り

本
能
寺
で
自
刃
、「
本
能
寺
の
変
」
で
あ
る
。

秀
吉
が
姫
路
か
ら
中
国
大
返
し
を
行
い
、
山

崎
で
の
合
戦
と
な
る
。

「
誓
円
の
日
記
」
で
は
、「
そ
の
後
太
閤
様

御
代
に
御
朱
印
之
取
遣
く
れ
申
候
」
と
記
述

し
て
い
る
。
合
戦
後
も
招
提
の
寺
内
町
は
し

ば
ら
く
は
元
通
り
と
さ
れ
た
の
だ
。

し
か
し
、
翌
天
正
11
年︵
1
5
8
3
︶、
秀

吉
に
よ
り
招
提
の
検
地
が
行
わ
れ
、
秀
吉
の

給
人
石
川
伊
賀
守
の
知
行
所
と
な
っ
た
と
あ

る
。
招
提
寺
内
町
は
草
創
か
ら
わ
ず
か
40
年

ば
か
り
で
終
焉
を
迎
え
た
の
だ
。

こ
れ
以
降
、
招
提
は
、
秀
吉
が
新
し
く
築

い
た
京
街
道
か
ら
も
取
り
残
さ
れ
、
純
然
た

る
農
村
に
化
し
て
い
く
。
し
か
し
、
苦
難
を

乗
り
越
え
た
招
提
道
場
は
生
き
延
び
、
元
和

７
年（
1
6
2
1
）、「
敬
応
寺
」
と
改
称
し
、

現
在
に
至
る
。（
写
真
③
、「
敬
応
寺
」
山
門

前
）

◇
草
創
者
余
話

寺
内
草
創
者
の
片
岡
家
と
小
篠
家
の
子
孫

の
こ
と
で
あ
る
が
、
片
岡
家
は
途
中
、
河
端

家
か
ら
養
子
が
入
る
な
ど
し
て
続
く
。
小
篠

家
は
村
に
残
っ
た
家
と
小
倉
藩（
後
に
熊
本
）

の
細
川
家
に
仕
官
し
た
家
に
分
か
れ
、
村
に

残
っ
た
小
篠
家
は
18
世
紀
に
絶
え
る
。
細
川

家
に
仕
官
し
た
小
篠
家
は
、
し
ば
ら
く
手
紙

の
や
り
取
り
を
し
て
い
た
が
、
や
が
て
代
替

わ
り
や
移
封
な
ど
が
あ
り
連
絡
が
途
絶
え
る
。

結
局
、
片
岡
家
と
河
端
家
が
長
年
、
招
提
村

の
庄
屋
な
ど
を
務
め
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の

一
人
、
河
端
了
栄
が
政
次
の
「
誓
円
の
日

記
」
を
種
本
に
し
て
「
招
提
寺
内
由
緒
実

録
」
を
ま
と
め
る
が
、
自
家
が
寺
内
町
の
草

創
に
深
く
か
か
わ
っ
た
よ
う
に
手
を
加
え
た

の
で
は
な
い
か
と
さ
れ
、
現
在
、
そ
の
史
料

的
価
値
が
見
直
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
招
提
の
歴
史
か
ら
消
え
た
小
篠
家

は
、
細
川
藩
で
は
健
在
で
明
治
の
代
を
迎

え
る
が
、
廃
刀
令
が
出
さ
れ
た
明
治
９
年

（
1
8
7
6
）、
小
篠
家
の
４
兄
弟
が
、
士
族

の
反
乱
、「
神
風
連
の
乱
」
に
加
わ
り
、
い

ず
れ
も
自
刃
す
る
と
い
う
悲
劇
に
つ
い
て

「
枚
方
の
歴
史
」（
馬
部
隆
弘
他
著
）が
取
り
上

げ
て
い
る
。

（
参
考　

市
史
第
２
巻
、（
枚
方
市
）市
史

年
報
別
冊
「
招
提
村
片
岡
家
文
書
の
研
究
」、

市
史
年
報
第
11
号　
史
料
紹
介
「
誓
円
の
日

記
」︵
一
︶　
馬
部
隆
弘
著（
枚
方
市
）、「
枚
方

の
歴
史
」
馬
部
隆
弘
他
著
）

◎
招
提
寺
内
町
跡　
樟
葉
駅
か
ら
バ
ス
で

約
10
分
、「
招
提
口
」
下
車
、
北
へ
徒
歩
約

７
分
。
又
は
牧
野
駅
か
ら
徒
歩
で
約
40
分
。

戦
国
末
期
、
交
野
ケ
原

　
　
招
提
に
で
き
た
寺
内
町

宿
場
町
枚
方
を
考
え
る
会
元
会
長 

堀
家
啓
男

交
野
ケ
原
編

North Notes of Historia

②門口と呼ばれる寺内町の大木戸があったあたり

③「敬応寺」山門前

①御堂池越しに敬応寺を望む



今
月
は
、
北
大
阪
商
工
会
議
所
青
年
部

（
以
下
「
青
年
部
」）本
会
交
流
委
員
会
の
市

山
委
員
長
に
委
員
会
と
し
て
、
北
大
阪
商
工

会
議
所
と
ど
の
よ
う
に
共
に
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
の
か
。
そ
の
中
で
北
大
阪
商
工

会
議
所
の
サ
ー
ビ
ス
や
新
た
に
で
き
た
ア
プ

リ
・
公
式
ラ
イ
ン
な
ど
、
様
々
な
便
利
機
能

を
ど
の
よ
う
に
青
年
部
に
浸
透
さ
せ
る
為
に
、

ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
か
？
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

広
報
：
本
会
交
流
委
員
会
と
は
ど
う
い
う
事

を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

市
山
く
ん
：
昨
今
の
な
か
な
か
顔
を
合
わ
せ

る
機
会
の
な
い
情
勢
に
お
い
て
も
北
大
阪
商

工
会
議
所
職
員
の
皆
様
と
の
交
流
を
重
視

し
、
本
会
職
員
と
の
交
流
事
業
で
は
意
見
交

換
、
情
報
交
換
の
場
を
設
け
、
メ
ン
バ
ー
に

対
す
る
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
や
、
メ
ン

バ
ー
の
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
北
大
阪
商
工
会
議

所
の
様
々
な
制
度
や
会
員
向
け
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
情
報
を
収
集
し
、
メ
ン
バ
ー
へ
伝
え
る

橋
渡
し
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
る
こ

と
で
、
利
用
を
促
進
さ
せ
、
北
大
阪
Ｙ
Ｅ
Ｇ

メ
ン
バ
ー
自
企
業
の
発
展
と
地
域
経
済
の
貢

献
へ
と
紡
い
で
い
く
為
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
本
会
職
員
の
方
に
対
し
て
も
、

青
年
部
の
メ
ン
バ
ー
の
悩
み
や
状
況
を
直
に

感
じ
取
っ
て
頂
け
る
よ
う
な
工
夫
、
仕
掛
け

を
考
え
て
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
本
会
職
員
の
方
々
も
、
商
工
会
議

所
の
い
ち
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
私
た
ち
が
、

青
年
部
活
動
を
行
う
際
の
青
年
部
メ
ン
バ
ー

の
フ
ォ
ロ
ー
も
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

広
報
：
現
状
の
課
題
を
教
え
て
下
さ
い
。

市
山
く
ん
：
ま
だ
ま
だ
サ
ー
ビ
ス
を
知
ら
な

い
会
員
さ
ん
が
お
ら
れ
る
の
か
な
と
思
い
ま

す
。
特
に
北
大
阪
商
工
会
議
所
青
年
部
は
、

会
員
が
4
0
0
名
お
り
日
本
一
メ
ン
バ
ー
数

が
多
い
の
で
、
周
知
活
動
を
行
う
の
が
大
変

で
す
。
そ
の
中
で
も
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
メ
ン

バ
ー
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
で
な
い
メ
ン
バ
ー
が
い

る
の
で
、
一
人
ひ
と
り
に
し
っ
か
り
と
伝
え

て
い
く
機
会
を
も
っ
と
増
や
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

広
報
：
本
会
の
サ
ー
ビ
ス
を
知
ら
な
い
人
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
周
知
す
る
為
に
ど
ん

な
工
夫
を
し
て
る
の
で
し
ょ
う
か
？

市
山
く
ん
：
も
ち
ろ
ん
他
委
員
会
メ
ン
バ
ー

に
も
周
知
活
動
は
行
い
ま
す
が
、
先
ず
は
本

会
交
流
委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
知
っ
て
も
ら
い
、

利
用
し
て
い
く
よ
う
推
進
し
て
い
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
取
得

す
る
に
は
北
大
阪
商
工
会
議
所
の
公

式LIN
E

を
登
録
す
れ
ば
、
本
会
か
ら

情
報
が
入
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
は
、

補
助
金
の
情
報
や
青
年
部
メ
ン
バ
ー

に
役
立
ち
そ
う
な
イ
ベ
ン
ト
の
案
内

な
ど
、
行
政
と
連
動
し
た
案
内
が
も

ら
え
る
の
が
大
き
な
特
典
と
言
え
ま
す
。

　
そ
し
て
、
公
式LIN

E

の
他
に
新
た

に
北
大
阪
商
工
会
議
所
の
ア
プ
リ
も

で
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
は
、
経
営
相
談
か
ら
各
種

イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ
ナ
ー
、
補
助
金

情
報
か
ら
販
路
開
拓
ま
で
、
青
年
部

の
メ
ン
バ
ー
に
プ
ラ
ス
と
な
る
情
報

が
全
て
網
羅
さ
れ
て
い
ま
す
。（
筆
者

も
こ
の
ア
プ
リ
を
実
際
に
登
録
し
て

使
用
し
て
み
た
の
で
す
が
、
お
役
立

ち
情
報
満
載
で
非
常
に
楽
し
め
ま
し

た
！
）

　

先
日
、
北
大
阪
商
工
会
議
所
の
方
々
と

行
っ
た
組
織
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
打
ち

合
わ
せ
で
も
、
こ
の
公
式LIN

E

・
公
式
ア

プ
リ
に
力
を
注
い
で
い
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て

い
ま
し
た
の
で
、
今
後
さ
ら
に
様
々
な
情
報

が
公
式LIN

E

・
公
式
ア
プ
リ
か
ら
発
信
さ

れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
他
に
は
、
利
用
実
態
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

り
ま
し
た
。
北
大
阪
商
工
会
議
所
の
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
を
知
っ
て
い
る
か
？
利

用
し
た
方
は
、
ど
の
よ
う
な
き
っ
か
け
で
利

用
し
た
か
、
集
め
た
回
答
を
も
と
に
北
大
阪

商
工
会
議
所
の
魅
力
を
他
の
メ
ン
バ
ー
に
伝

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

広
報
：
本
会
の
職
員
さ
ん
と
北
大
阪Y

EG

の
会
員
だ
と
少
し
距
離
感
を
感
じ
る
方
も
多

い
と
思
う
の
で
す
が
、
実
際
に
市
山
委
員
長

が
本
会
の
人
と
交
流
し
て
感
じ
た
事
な
ど
を

教
え
て
下
さ
い
。

市
山
く
ん
：
本
会
交
流
委
員
会
に
な
る
ま
で
、

私
も
本
会
職
員
と
話
す
機
会
が
全
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
会
員
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
意

識
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
関
わ
り
だ
し

て
意
識
を
持
ち
始
め
る
と
、
こ
れ
だ
け
の

サ
ー
ビ
ス
の
数
が
あ
る
の
か
と
驚
き
ま
し
た
。

本
当
に
多
種
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す

の
で
、
青
年
部
の
メ
ン
バ
ー
は
必
ず
活
用
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
ん
な
素
敵

な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
接

点
が
少
な
い
事
で
知
ら
な
い
事
が
多
い
の
は

勿
体
な
い
と
感
じ
、
関
わ
る
場
を
作
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　
組
織
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
全
部
で
３

回
行
い
ま
し
た
。
交
流
事
業
も
12
月
に
行
い

ま
し
た
。

　
会
議
で
堅
苦
し
い
も
の
ば
か
り
で
は
な
く
、

も
う
少
し
フ
ラ
ン
ク
な
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
形
で
行
え
る
会
議
な
ど
も
行
っ
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

広
報
：
今
後
、
更
に
交
流
を
深
め
て
い
く
た

め
に
は
ど
う
い
う
事
を
し
た
ら
良
い
と
思
い

ま
す
か
？

市
山
く
ん
：
本
会
職
員
の
方
と
の
交
流
・

サ
ー
ビ
ス
の
認
知
度
を
上
げ
る
事
も
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
一
人
で
も
多

く
の
委
員
会
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
為
に
は
、
我
々
も
し
っ
か
り

告
知
し
て
、
青
年
部
活
動
の
愉
し
さ
を
伝
え

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
参
加
す
る
事
で
委

員
会
メ
ン
バ
ー
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
芽
生
え
れ
ば
、
自
然
と
要
望
や
悩
み
が
出

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
悩
み
を
本
会
職

員
の
方
々
と
連
携
し
て
解
決
で
き
る
よ
う
な

流
れ
が
生
ま
れ
れ
ば
、
委
員
会
が
楽
し
い
か

ら
、
ま
た
次
回
も
参
加
し
よ
う
！
委
員
会
メ

ン
バ
ー
に
悩
み
を
相
談
し
た
ら
本
会
職
員
の

方
を
繋
い
で
頂
き
、
解
決
で
き
た
！
ま
た
委

員
会
や
事
業
に
参
加
し
よ
う
！
と
い
う
小
さ

な
サ
イ
ク
ル
が
各
委
員
会
で
行
え
た
ら
輪
が

広
が
る
か
な
と
思
い
ま
す
。

広
報
：
市
山
く
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

Androidの方はこちら

iPhoneの方はこちら

北大阪商工会議所
公式アプリ
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〒573-1159　枚方市車塚１丁目１番１号 輝きプラザ「きらら」６Ｆ 枚方市立地域活性化支援センター内
TEL：072-843-5163　FAX：072-841-0173　北大阪商工会議所青年部事務局　http://kitaosaka-yeg.jp/

ご興味のある方は
こちらへ　　

令和４年度スローガン

令和４年度会長　柿 丸 　 裕

OPEN A NEW ERA！新時代を切り開け！

商工会議所青年部【YEG】は
次代の地域経済を担う
若手経営者の集まりです。

会員募集

せいしょう

青年部ニュース
発　行

北大阪商工会議所
青年部　広報委員会

北
大
阪
商
工
会
議
所
青
年
部

本
会
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

第268号

Young Entrepreneurs
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◆LINEからのニュース投稿機能について！ ◆プレゼント特集（ご提供頂ける事業所）募集

LINEから手軽にニュース作成と投稿が出来ます！
ぜひ、ご活用ください！

地域ポータルサイトのプレゼントコーナー!!
プレゼント提供を頂ける事業所様を募集中。
コーナーでは、屋号と事業内容について
無料掲載させて頂きます。
https://hirakata.mypl.net/article/present_kitaosakaランチ、デザートなどのイチオシ特集に参加しませんか

◆イチオシ特集・掲載募集 掲載無料！

枚方市産業振興キャラクター
ひこぼしくんまいぷれ通信まいぷれ通信

地域ポータルサイト

交野市産業PRキャラクター
おりひめちゃん

寝屋川市のマスコットキャラクター
はちかづきちゃん

こんな情報発信しています

会員の皆様が知っている何気ない情報、地元の人に知ってほしいとっておきの話。「まいぷれ」を使えばみんなに伝えられます。
それを知った誰かが、もっと街を好きになれるはずです。まいぷれは、地域に密着した情報をホームページでお届けしています。

まいぷれでまいぷれで

外壁塗装・防水工事はお任せください！
あおぞらペイントは『お客様の立場に立って、寄り添う提案・工事をモットーにしている会社』です。
ご依頼をいただき、ていねいに施工し、お引き渡して、喜んでいただく。
この仕事には、お客様の生活の１ページ
をお手伝いできる喜びがあります。
また地域の自治体の助成金や補助金を活
用し、お得にきちんとした工事を行い、
長く住み続けれるようにお手伝いいたし
ます！
雨漏り鑑定士が在籍していますので、雨
漏りでお困りの方からのご依頼もいただ
いております。

-----ポータルサイト活用について、感想をお聞かせください。
まいぷれのニュースでは、塗装や雨漏り工事などの作業風景、ビフォー
アフターの写真など掲載しています。「あおぞらペイントに任せておけば
安心できるね」といっていただけるように、地域に密着したプロとして、
みなさまの信頼にお応えできるよう努力してまいります。
-----‌�あおぞらペイント 加藤 様 お声を聞かせて頂きありがとうございました。

〜 株式会社あおぞらペイント 〜

名　　称　株式会社あおぞらペイント
住　　所　枚方市茄子作１-43-28
電話番号　0120-727-305
ひらかたポイント協力店

※表示価格はすべて税込み価格です。
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Local information Local Information

会計士・税理士  岡 林哲男税理士・公認会計士が語る！

インボイス制度（課税事業者の留意点）

役に立つ税の豆知識

読
者
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
執
筆
時
点
の
直

前
に
与
党
の
令
和
５
年
度
税
制
改
正
大
綱
が
発

表
さ
れ
、
先
々
月
号
か
ら
記
載
し
て
い
る
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
の
見
直
し
も
織
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

円
滑
な
制
度
移
行
の
た
め
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行

事
業
者
と
な
る
免
税
事
業
者
の
負
担
軽
減
や
事

業
者
の
事
務
負
担
軽
減
を
は
か
る
も
の
で
す
。

今
月
号
は
、
課
税
事
業
者（
消
費
税
を
納
税
し

て
い
る
事
業
者
）が
買
手
と
し
て
留
意
す
べ
き

点
と
税
制
改
正
大
綱
に
よ
る
見
直
し
の
ポ
イ
ン

ト
を
お
伝
え
し
ま
す
。

①
登
録
の
必
要
性

課
税
事
業
者
で
あ
っ
て
も
、
登
録
手
続
き
を

行
わ
な
け
れ
ば
、
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
令
和

５
年
10
月
１
日
か
ら
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る

事
業
者
は
、
原
則
と
し
て
、
令
和
５
年
３
月
31

日
ま
で
に
納
税
地
を
所
轄
す
る
税
務
署
長
に
登

録
申
請
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳

細
は
、
12
月
号
の
「
③
適
格
請
求
書
発
行
事
業

者
の
登
録
方
法
、
時
期
」
を
ご
確
認
下
さ
い
。

②
買
手
と
し
て
の
留
意
点

【
売
手
が
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
で
あ
る
か

ど
う
か
の
確
認
】

買
手
が
簡
易
課
税
を
選
択
せ
ず
原
則
課
税
を

行
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
売
手
か
ら
「
適
格
請

求
書
等
」
を
入
手
し
保
存
し
て
い
な
け
れ
ば
、

仕
入
税
額
控
除
が
で
き
な
く
な
り（
令
和
５
年

10
月
か
ら
６
年
間
は
経
過
措
置
が
あ
り
ま
す
）、

納
付
す
る
消
費
税
が
増
え
ま
す
。
こ
の
た
め
、

買
手
は
売
手
が
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
な
の

か
否
か
を
確
認
し
た
う
え
で
、
納
付
す
る
消
費

税
の
増
加
額
を
試
算
し
て
み
ま
す
。

納
付
税
額
の
増
加
見
込
額
を
踏
ま
え
て
、
売

手
に
対
し
て
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
と
な
る

よ
う
な
要
請
や
取
引
条
件
の
見
直
し
等
の
要
請

の
要
否
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
一
方
的
な
取
引
条
件
の
見
直
し
等
は
、
独

占
禁
止
法
、
又
は
下
請
法
に
抵
触
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
慎
重
に
売
手
と
協
議
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

【
適
格
請
求
書
の
保
存
が
な
く
て
も
仕
入
税
額

控
除
が
で
き
る
ケ
ー
ス
】

請
求
書
等
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な

以
下
の
取
引
は
、
例
外
的
に
、
帳
簿
の
み
の
保

存
で
仕
入
税
額
控
除
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

イ
と
ロ
に
関
し
て
、
従
来
は
「
３
万
円
未
満

の
課
税
仕
入
」
及
び
「
請
求
書
等
の
交
付
を
受

け
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
や
む
を
得
な
い
理
由

が
あ
る
と
き
」
は
、
法
定
事
項
が
記
載
さ
れ
た

帳
簿
の
保
存
の
み
で
仕
入
税
額
控
除
が
認
め
ら

れ
る
規
定
が
あ
り
ま
し
た
が
、
適
格
請
求
書
等

保
存
方
式
の
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
排

除
さ
れ
ま
し
た
。
３
万
円
未
満
で
認
め
ら
れ
る

ケ
ー
ス
は
、
イ
と
ロ
、
す
な
わ
ち
公
共
交
通
機

関
に
よ
る
旅
客
の
運
送
や
自
動
販
売
機
及
び
自

動
サ
ー
ビ
ス
機
か
ら
の
商
品
の
購
入
等
に
な
り

ま
す
。
な
お
、
公
共
交
通
機
関
は
、
船
舶
、
バ

ス
又
は
鉄
道
に
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
タ
ク

シ
ー
料
金
は
、
適
格
請
求
書
等
を
保
存
し
て
い

な
け
れ
ば
仕
入
税
額
控
除
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

留
意
が
必
要
で
す
。

③‌�

税
制
改
正
大
綱
に
お
け
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
見
直
し
概
要

⑴‌�

免
税
事
業
者
が
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者

と
なっ
た
場
合
は
、
納
付
税
額
を
売
上
に
係

る
消
費
税
の
２
割
と
す
る
こ
と
が
で
き
る（
令

和
８
年
９
月
30
日
の
属
す
る
課
税
期
間
ま
で
）。

⑵‌�

基
準
期
間
に
お
け
る
課
税
売
上
高
が
１
億

円
以
下
又
は
特
定
期
間
に
お
け
る
課
税

売
上
高
が
５
千
万
円
以
下
の
事
業
者
は
、

１
万
円
未
満
の
課
税
仕
入
は
イ
ン
ボ
イ
ス
が

な
く
て
も
一
定
の
事
項
が
記
載
さ
れ
た
帳
簿

の
み
の
保
存
で
仕
入
税
額
控
除
が
可
能（
令

和
11
年
９
月
30
日
ま
で
）

⑶‌�

売
上
に
係
る
対
価
の
返
還
等
に
係
る
税
込

価
額
が
１
万
円
未
満
で
あ
る
場
合
に
は
、

そ
の
適
格
返
還
請
求
書
の
交
付
義
務
が
免

除
さ
れ
る（
振
込
手
数
料
の
売
手
負
担
取

引
を
想
定
）。

 

ポ
イ
ン
ト

・‌�

課
税
事
業
者
で
あ
っ
て
も
、
登
録
手
続
き
を
行

わ
な
け
れ
ば
、
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
に
な

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

 

ポ
イ
ン
ト

・‌�

買
手
が
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
し
て
い
る
場
合

に
は
、
特
に
留
意
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・‌�

買
手
が
原
則
課
税
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
は
、

売
手
が
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
適
格
請
求
書
発

行
事
業
者
で
な
い
場
合
は
、
買
手
の
消
費
税
負

担
額
が
増
加
し
ま
す
。

・‌�

３
万
円
未
満
の
取
引
で
あ
っ
て
も
、
鉄
道
料
金

や
自
動
販
売
機
代
金
等
を
除
き
、
適
格
請
求
書

等
の
保
存
が
な
け
れ
ば
、
仕
入
税
額
控
除
が
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。

イ　

‌�


3
万
円
未
満
の
公
共
交
通
機
関（
船
舶
、
バ

ス
又
は
鉄
道
）に
よ
る
旅
客
の
運
送（
公
共
交

通
機
関
特
例
）

ロ　

‌�


3
万
円
未
満
の
自
動
販
売
機
及
び
自
動
サ
ー

ビ
ス
機
か
ら
の
商
品
の
購
入
等

ハ　

‌�

郵
便
切
手
類
の
み
を
対
価
と
す
る
郵
便
・
貨

物
サ
ー
ビ
ス（
郵
便
ポ
ス
ト
に
差
し
出
し
た

も
の
に
限
る
。）

ニ　
‌�

適
格
簡
易
請
求
書
の
記
載
事
項︵
取
引
年
月

日
以
外
︶を
満
た
す
入
場
券
等
が
使
用
の
際

に
回
収
さ
れ
る
取
引

ホ　

‌�

古
物
営
業
を
営
む
者
が
、
適
格
請
求
書
発
行

事
業
者
で
な
い
者
か
ら
、
古
物
を
棚
卸
資
産

と
し
て
購
入
す
る
取
引

ヘ　

‌�

質
屋
を
営
む
者
が
、
適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
で

な
い
者
、
質
物
を
棚
卸
資
産
と
し
て
取
得
す
る
取
引

ト　

‌�

宅
地
建
物
取
引
業
を
営
む
者
が
、
適
格
請
求

書
発
行
事
業
者
で
な
い
者
か
ら
、
建
物
を
棚

卸
資
産
と
し
て
購
入
す
る
取
引 

チ　

‌�

適
格
請
求
書
発
行
事
業
者
で
な
い
者
か
ら
、

再
生
資
源
及
び
再
生
部
品
を
棚
卸
資
産
と
し

て
購
入
す
る
取
引 

リ　

‌�

従
業
員
等
に
支
給
す
る
通
常
必
要
と
認
め

ら
れ
る
出
張
旅
費
等（
出
張
旅
費
、
宿
泊
費
、

日
当
及
び
通
勤
手
当
）
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43

SAN ESU MOTORS

（例） チラシ／A4サイズ／片面カラー／1,000枚 ＠9.5円（税込10.45円）〜

https://www.daicolo.co.jp
大阪本社／〒573-1132 枚方市招提田近２-８ Tel.072-850-0771㈹　東京支社／札幌支店／仙台支店／名古屋支店／広島支店／福岡支店

072-867-3436ダイコロ株式会社 
大阪本社営業２課お気軽にお問い合わせください

ISO14001：2015 大阪本社・工場

・ヒアリング ・ご提案 ・撮影 ・編集 ・デザイン ・印刷 ・製本 ・配送
企画 デザイン 印刷・納品

企画からデザイン、印刷・納品まで
トータルにサポート！！

枚方・交野
寝屋川 

エリア限定

印刷物・ノベルティ商品
制作キャンペーン

ダイコロならではのスクールアルバムで培った高品質印刷!



会 員 限 定
折込広告・広告掲載サービス 北大阪商工会議所北大阪商工会議所  4,000会員4,000会員ににPRPRしませんか！しませんか！
会報誌『The NORTH』は、北大阪商工会議所の皆さまをはじめ、官公庁や全国主要
商工会議所等4,000社・団体に送付しています。
会員企業の皆様に直接お届けしますので、企業・団体向けのPRに最適です。

《こんなPRはいかがですか？》
◆ 自社PR・事業内容のご案内　　◆ 新商品・新サービスのご案内
◆ 各種イベント、セミナー等のご案内　　◆ 季節商品・各種宴会プランのご案内 　など

※‌�なお、会報誌に同封・掲載に際しては所内での審査が必要となりますので、あらかじめご了承ください。

お申込み・お問合せは 北大阪商工会議所 総務部 総務課　
〒573-1159 枚方市車塚１-１-１　輝きプラザきらら６階　枚方市立地域活性化支援センター内
ＴＥＬ 072-843-5151　ＦＡＸ 072-841-0173

広告チラシ同封サービス 折込料金（１種類あたり）
サイズ B5 A4 B4（２つ折） A3（２つ折）

会　　員 41,800円 62,700円 83,600円 125,400円

会員以外 83,600円 104,500円 167,200円 209,000円

広告掲載サービス 広告掲載料（月額）
場所 / サイズ １ページ 1/2ページ 1/4ページ

表紙裏 44,000円

背表紙裏 38,500円

記事中 28,600円 14,300円 7,150円

プレスリリースとは、報道機関に向けて情報の提供・告知・発表を行うことです。「プレス」は報道機関、「リ
リース」は提供・告知・発表を意味しています。このプランでは北大阪商工会議所がお申込みいただいた事業所の
紹介記事をライティングし、取りまとめて告知を発表することにより、公のプレスにアプローチすることができ
ます。各種報道機関の目に留まれば、テレビや新聞、ラジオなどに貴社の情報が掲載されるかもしれません。ま
た、基本メニューとして当所のウェブサイトにプレスの内容を掲載させていただきますので、自社のウェブ上の告
知としてご活用いただくこともできます。
当プランでは、同時に北大阪商工会議所の公式LINEアカウントでの広告や会報誌での広告も連動できます。残

念ながら報道機関に取り上げられなかった場合でも3,600の会員企業や北大阪の企業人1,500人の端末へダイレ
クト広告を発信することができます。この機会にぜひご活用ください！

プレスリリースサービス、LINE広告を始めます！
北大阪商工会議所

お申込みは↓までご連絡を！
詳細をご連絡させていただきます。

北大阪商工会議所 総務部
The NORTH 編集室

TEL：072-843-5151　FAX：072-841-0173　Mail：north@kocci.or.jp※必ず報道機関に取り上げられることを保証するものではございませんのでご了承ください。

料金
　33,000円／回（税込）
頻度・締切
‌�　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン④

プレス
リリース

North Web
サイト掲載

ウェブ上に告知のベースを
掲載したい方におススメ！

料金
　33,000円／回（税込）
頻度・締切
　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン⑤

LINE
広告

North Web
サイト掲載

低コストで迅速なB to B
広告をご希望の方におススメ！

料金
　99,000円／回（税込）
頻度・締切
　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン①

プレス
リリース

LINE
広告

North Web
サイト掲載

会報チラシ
折込

おススメ！
29,700円お得！

料金
　88,000円／回（税込）
頻度・締切
‌�　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン②
プレス

リリース
LINE
広告

North Web
サイト掲載

会報誌
広告※

おススメ！
22,000円お得！

※表２もしくは表３、枠に空きがある月のみ可能

料金
　55,000円／回（税込）
頻度・締切
‌�　月１回、毎月15日締め切り、
　毎月１日発信

プラン③

プレス
リリース

LINE
広告

North Web
サイト掲載

おススメ！
11,000円お得！

会員事業所限定!!

肉の松阪サンプラザ店にテーブル個室が誕生

営業時間
11：00～14：30
17：00～21：00

世紀の予算額！ 事業再構築補助金
一緒に将来へのビジョン、事業計画、策定しませんか！
（認定経営革新等支援機関　第8号認定2013年8月15日）

枚方市尊延寺899-2

お気軽にマイクロバスを使ってみませんか？

有限会社山口バス
0120-84-3306

定期便契約承ります

〒571-0074 大阪府門真市宮前町8-9
TEL：072-881-3306　FAX：072-881-3344
E-mail：info@yamaguchi-bus.jp
http://www.yamaguchi-bus.jp

〈トヨタ〉ハイエースコミューター
定員14名 〈三菱〉ローザ（トランク付き） 定員24名

〈三菱〉ローザ 定員25名 〈三菱〉エアロミディ
定員24名

少人数での送迎や観光に… 各種送迎に… 旅行や観光に…
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Trivia

令和５年２月号
発行所／北大阪商工会議所

〒573-1159 枚方市車塚１丁目１-１ 輝きプラザ「きらら」６Ｆ 枚方市立地域活性化支援センター内
TEL：072-843-5151　FAX：072-841-0173　Mail：north＠kocci.or.jp

TheNORTH

1 位　バカと無知	 橘 　 　 玲 著(新潮社 　¥968)

2 位　JAL裁判	 青 山 透 子 著(河出書房新社 ¥1,980)

3 位　我慢して生きるほど人生は長くない
	 鈴 木 裕 介 著(アスコム ¥1,430)

4 位　回想十年	 吉 田 　 茂 著(毎日ワンズ ¥1,210)

5 位　朝日新聞政治部	 鮫 島 　 浩 著(講談社 ¥1,980)

地 域の統計

新規求人倍率

1.9
2.1
2.3

1.7
1.5
1.3
1.1
0.9
0.7

管内

大阪
全国

1.45

2.72

2.42
2.5
2.7
2.9
3.1

11月10月９月８月７月R４.６月
管内については原数値、大阪・全国については季節調整値

有効求人倍率

1.0

1.2
1.4

0.8

0.6

0.4

全国
大阪

管内 0.73

1.35
1.30

1.41.4

1.6

1.8

2.0

11月10月９月８月７月R４.６月

※住民基本台帳法改正により、総人口を表記しています。人口（11月末人口）
40万

30万

20万

10万

総人口 世帯数男 女

枚 方 市396,775

190,003 206,772
184,875

20万

10万

総人口 世帯数男 女

寝屋川市227,630

109,818 117,812 112,178

10万

5万

総人口 世帯数男 女

交 野 市

77,429

37,247 40,182
33,772

2022年12月17日～ 2022年12月23日㈱野村呼文堂　TEL.072-843-0221
ビジネス書ランキングビジネス書ランキングRanking


